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大
分
県
別
府
市
及
び
由
布
市
に
ま
た
が
る
鶴
見
岳
・

伽
藍
岳
は
、
南
端
の
鶴
見
岳
（
標
高
１
３
７
５
ｍ
）

か
ら
北
端
の
伽
藍
岳
（
標
高
１
０
４
５
ｍ
）
ま
で
約
５
㎞

に
わ
た
っ
て
溶
岩
ド
ー
ム
が
連
な
る
火
山
群
で
あ
る
。

有
史
以
降
で
は
、
伽
藍
岳
が
７
７
１
年
に
水
蒸
気
噴
火

を
起
こ
し
泥
流
が
発
生
、
８
６
７
年
の
水
蒸
気
噴
火
で
は

泥
流
、
噴
石
、
降
灰
な
ど
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
後
、
長
い
間
噴
火
は
な
か
っ
た
が
、
１
９
４
９
年
に
鶴

見
岳
の
標
高
１
１
０
０
ｍ
付
近
で
多
数
の
噴
気
孔
が
出
現

し
、
高
さ
約
10
ｍ
の
噴
気
を
上
げ
て
い
る
の
が
発
見
さ
れ

た
。
１
９
７
４
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
は
、
同
じ
地
点
で

高
さ
約
１
０
０
〜
１
５
０
ｍ
の
噴
気
が
上
が
り
、
周
囲
に

は
小
噴
石
が
飛
散
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
現
在
も
噴
気
活

動
が
続
い
て
い
る
。

１
９
９
５
年
に
は
、
伽
藍
岳
の
珪
石
採
掘
場
跡
に
あ
る

噴
気
孔
が
次
第
に
大
き
く
な
り
、
や
が
て
土
手
の
高
さ
約

１
ｍ
、
火
口
の
長
径
約
10
ｍ
、
短
径
約
７
ｍ
、
深
さ
約
４

ｍ
の
楕
円
状
の
泥
火
山
※
を
形
成
、
現
在
も
活
発
に
噴
気

を
上
げ
て
い
る
。

鶴
見
岳
・
伽
藍
岳
の
東
麓
の
扇
状
地
に
広
が
る
別
府
温

泉
は
、
日
本
有
数
の
温
泉
地
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
そ

の
温
泉
は
、
鶴
見
岳
・
伽
藍
岳
の
地
下
の
マ
グ
マ
が
熱
源

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
別
府
温
泉
で
は
、
地
中
か
ら
吹
き

出
る
熱
湯
、
熱
泥
、
噴
気
な
ど
を
間
近
で
見
ら
れ
る
場
所

も
あ
り
、
国
内
外
の
観
光
客
の
人
気
を
集
め
て
い
る
。

　

※�

泥
火
山
と
は
、
地
下
か
ら
ガ
ス
や
水
と
と
も
に
砂
泥
が
噴

出
し
、
地
形
的
高
ま
り
を
作
る
現
象
。
火
山
と
関
係
の
な

い
油
田
地
帯
な
ど
で
も
見
ら
れ
る
。

別府温泉の源

右端が鶴見岳、左奥が伽藍岳　（気象庁 提供）

鶴見岳・伽藍岳
火山噴火予知連絡会により活火山に指定されている。気象庁により噴火予報（平常）が発表中である（平成 26 年 11 月 11 日現在）。

鶴見岳・伽藍岳
つるみだけ・がらんだけ

Vol. 32

大分県
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この度は、「第 29回防災ポスターコン
クール　中学校・高校の部」にて防災担当大臣賞をいただき、
改めてお礼申し上げます。
受賞の話を伺ったときには、本当に信じられなくて、顧問
の先生が私を担いでいるのかと思いました。正式書類をもら
うまで、本当に信じられませんでした。正式に受賞の案内を
いただいたときには、言葉通り「天にも昇るほど」嬉しくて
仕方ありませんでした。
この作品を描くに当たって、私の心に浮かんでいたのは、
最近のニュースで見る東南アジアでの台風による災害や九州
近畿での災害。東北日本海側での記録的豪雨。伊豆大島での
土砂災害。そして、約３年前に起きた東日本大震災。
私は山形に住んでおり、運良く難を逃れることが出来まし
たが、現地では未だに爪痕を残しています。3.11 当時の話を
聞くにつけ、隣近所や地域での助け合いが絶対に必要になる
ということを感じました。
情報も入ってこず、道路も分断され、生活基盤となる電気・
ガス・水道も供給されず、いつ助けに来てもらえるかも分か
らず、降雪の中で途方に暮れていたといいます。そのときに
助けとなったのが隣近所や地域の人たちであったといいます。
そんな状況を表現したくてこの作品を完成させました。

中学生・高校生の部 
山形県／山形明正高等学校２年 

鈴木愛里（すずき あいり）さん

第 29 回
防災ポスターコンクール
防災担当大臣賞

受賞者の声
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10
月
31
日
に
、
学
識
経
験
者
、
防
災
関
係
機
関
、

仙
台
市
、
東
北
４
県
等
の
委
員
で
構
成
さ

れ
る
「
第
３
回
国
連
防
災
世
界
会
議
に
係
る
国
内
準

備
会
合
」（
第
４
回
）
を
開
催
し
、
国
連
防
災
世
界

会
議
の
全
体
構
成
（
案
）
や
日
本
側
準
備
状
況
等
を

報
告
す
る
と
と
も
に
、
11
月
に
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開
催

さ
れ
る
第
２
回
政
府
間
準
備
会
合
（
後
述
）
に
向
け

て
の
我
が
国
の
発
信
内
容
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま

し
た
。

11
月
17
、
18
日
に
は
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
第
２
回
政
府

間
準
備
会
合
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
準
備
会
合

は
、
国
連
全
加
盟
国
と
国
際
機
関
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
の
多

様
な
主
体
（
マ
ル
チ
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
）
が
参
加

し
、
現
行
の
国
際
的
な
防
災
の
取
組
指
針
で
あ
る

「
兵
庫
行
動
枠
組
２
０
０
５

－

２
０
１
５
」（
Ｈ
Ｆ
Ａ
）

の
後
継
枠
組
（
ポ
ス
ト
Ｈ
Ｆ
Ａ
）
の
素
案
に
つ
い
て
、

各
国
で
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
本
体
会
議
の
実
施

手
法
に
つ
い
て
決
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催

さ
れ
た
も
の
で
す
。

全
体
会
合
で
は
、
ワ
ル
ス
ト
ロ
ム
国
連
事
務
総
長

特
別
代
表
（
Ｓ
Ｒ
Ｓ
Ｇ
）
よ
り
本
件
会
議
に
係
る
国

連
側
の
準
備
状
況
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
後
、
日

本
政
府
代
表
よ
り
共
同
議
長
、
国
連
国
際
防
災
戦
略

（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｒ
）
事
務
局
、
各
国
の
協
力
に
対
し

謝
意
を
表
明
す
る
と
と
も
に
、グ
リ
ー
ン
・
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
（
ペ
ー
パ
レ
ス
化
や
ご
み
の
分
別
を
進
め
る

な
ど
、環
境
負
荷
の
少
な
い
会
議
）
を
目
指
す
こ
と
、

ア
ク
セ
シ
ブ
ル
・
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
（
障
害
者
も
苦

労
す
る
こ
と
な
く
会
議
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
や
手
話
通
訳
、字
幕
等
を
用
意
し
た
会
議
）

と
し
て
準
備
す
る
こ
と
を
説
明
し
、
改
め
て
各
国
か

4

特集

2015 年３月に仙台市で開催される第３回国連防災世界会議に向け、会議準備もラスト・スパート
をかける段階に入ってきました。本稿では、最近の主な動きについてご紹介します。

第3回国連防災世界会議
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ら
の
首
脳
を
含
む
閣
僚
級
の
参
加
に
つ
い

て
依
頼
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
国
連
防
災
世
界
会
議
の
成
果

と
な
る
、
ポ
ス
ト
Ｈ
Ｆ
Ａ
及
び
政
治
宣
言

に
つ
い
て
、
各
国
が
意
見
を
表
明
し
ま
し

た
。
各
国
か
ら
は
、
開
発
分
野
の
重
要
な

課
題
で
あ
る「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」（
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
）
や
「
気
候
変
動
適
応
」
と
ポ
ス

ト
Ｈ
Ｆ
Ａ
と
が
整
合
が
取
れ
た
議
論
と
す

べ
き
、
と
の
意
見
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｈ
Ｆ
Ａ
の
10
年
間
の
取
組
を
評
価

し
、
ポ
ス
ト
Ｈ
Ｆ
Ａ
は
現
行
の
Ｈ
Ｆ
Ａ
と

の
継
続
性
が
重
要
で
あ
る
と
の
意
見
や
、

子
供
や
高
齢
者
、
障
害
者
な
ど
の
避
難
行

動
要
支
援
者
へ
の
配
慮
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

や
女
性
、
先
住
民
な
ど
を
巻
き
込
ん
だ
防

災
の
取
組
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
女
性
グ
ル
ー
プ
や
民
間
企
業
グ

ル
ー
プ
、
自
治
体
グ
ル
ー
プ
、
青
少
年
グ

ル
ー
プ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
グ
ル
ー
プ
、
障
害
者
グ

ル
ー
プ
等
、
マ
ル
チ
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

の
セ
ッ
シ
ョ
ン
も
開
催
さ
れ
、
各
グ
ル
ー

プ
は
防
災
と
い
う
分
野
横
断
的
な
課
題
に

対
し
、
各
自
が
持
つ
問
題
意
識
を
国
際
社

会
に
向
け
て
発
信
し
ま
し
た
。

女
性
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
、
女
性
は
防
災

に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、

人
材
育
成
が
重
要
と
の
意
見
が
あ
り
、
障

害
者
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
、
全
て
の
参
加
者

が
積
極
的
に
参
加
し
、
貢
献
で
き
る
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
政
策
に
は
障
害
者
の
視

点
が
含
ま
れ
る
べ
き
と
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
近
年
の
国
際
的
な
防
災
の
議
論

で
は
、
マ
ル
チ
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
巻

き
込
み
が
重
要
視
さ
れ
て
お
り
、
彼
ら
の

意
見
は
ポ
ス
ト
Ｈ
Ｆ
Ａ
の
議
論
に
お
い
て

も
大
き
な
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ポ
ス
ト
Ｈ
Ｆ
Ａ
の
交
渉
は
、
タ
イ
大
使

と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
使
の
共
同
議
長
の
下
、

共
同
議
長
作
成
の
ゼ
ロ
ド
ラ
フ
ト
（
原
案
）

に
対
す
る
各
国
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
を
テ
キ

ス
ト
上
に
反
映
さ
せ
る
形
で
、
初
日
は
深

夜
過
ぎ
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
我
が
国
と

し
て
は
、
ポ
ス
ト
Ｈ
Ｆ
Ａ
は
、
我
が
国
に

と
っ
て
重
要
な
視
点
が
反
映
さ
れ
る
と
と

も
に
、
各
国
の
防
災
実
務
者
に
と
っ
て
使

い
勝
手
の
よ
い
実
用
的
な
文
書
で
あ
る
べ

き
と
考
え
て
い
ま
す
。
ポ
ス
ト
Ｈ
Ｆ
Ａ
の

交
渉
は
続
き
ま
す
が
、
我
が
国
は
今
後
も

交
渉
に
積
極
的
に
参
画
し
て
行
き
ま
す
。

第２回政府間準備会合でのポスト HFA 交渉会場の協議風景

5

第 3 回国連防災世界会議のキービジュアル。
同会議のイメージデザインとなります。

第 2 回政府間準備会合の全体会合の議場風景

日本財団と UNISDR との間で交わされた、 
アクセシブル・カンファレンス合意書締結の記念写真
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（
現
在
の
交
渉
テ
キ
ス
ト
は
、
ド
ラ
フ

ト
・
ワ
ン
と
し
て
国
連
防
災
世
界
会
議

の
Ｈ
Ｐ
で
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。）

国
連
防
災
世
界
会
議
に
向
け
た

　
　
　
　
　
　
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

11
月
29
日
に
は
、
学
術
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
東
日
本
大
震
災
・
阪
神
淡
路
大
震
災
等

の
経
験
を
国
際
的
に
ど
う
活
か
す
か
」

が
六
本
木
の
日
本
学
術
会
議
講
堂
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は
、
我
が
国
の
防
災
・
減
災
に
関
連
す

る
諸
学
会
及
び
社
会
経
済
や
医
学
等
、

30
も
の
幅
広
い
分
野
の
学
会
か
ら
な
る

「
東
日
本
大
震
災
の
総
合
対
応
に
関
す
る

学
協
会
連
絡
会
」
に
お
い
て
、
東
日
本

大
震
災
や
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
は
じ

め
と
す
る
こ
れ
ま
で
に
我
が
国
が
経
験

し
た
災
害
か
ら
得
ら
れ
た
教
訓
・
知
見

に
つ
い
て
議
論
し
て
き
た
こ
と
を
取
り

ま
と
め
て
お
り
、
そ
の
成
果
が
英
文
の

共
同
声
明
と
し
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

分
野
を
超
え
て
、
あ
ら
ゆ
る
視
点
か
ら

防
災
・
減
災
に
つ
い
て
総
合
的
に
議
論

す
る
こ
の
取
組
の
成
果
が
、
来
年
１
月

に
開
催
さ
れ
る
「
防
災
・
減
災
に
関
す

る
国
際
研
究
の
た
め
の
東
京
会
議
」、
更

に
３
月
の
第
３
回
「
国
連
防
災
世
界
会

議
」
へ
と
繋
が
っ
て
行
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
12
月
３
日
に
は
、
内
閣
府
男
女

共
同
参
画
局
の
主
催
に
よ
り
「
防
災
・
復

興
に
お
け
る
女
性
の
参
画
と
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
～
第
３
回
国
連
防
災
世
界
会
議

に
向
け
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
～
」
が
福
島

市
内
で
開
催
さ
れ
、
全
国
各
地
か
ら
約

１
５
０
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
Ｕ
Ｎ

Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｒ
松
岡
駐
日
代
表
に
よ
る
基
調

講
演
に
続
き
、「
過
去
の
災
害
対
応
の
経

験
と
教
訓
～
男
女
共
同
参
画
の
視
点
か

ら
～
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
阪
神
・
淡

路
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災
、
広
島
豪

雨
災
害
等
の
過
去
の
災
害
時
に
明
ら
か

と
な
っ
た
、
男
女
共
同
参
画
の
課
題
に
つ

い
て
各
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
地
域
の

人
々
が
男
女
と
も
に
力
を
つ
け
、
横
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
る
こ
と
、
女
性
が

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
た
め
に
は
、

6

学術フォーラムでの大西学術会議会長の講演

11 月の第 2 回政府間準備会合で共同議長より提案されたポスト HFA のゼロドラフト（原案）の構造（仮訳）

優先⾏動
各⾏動は、地⽅・国レベル、地域・国際レベルに焦点を当てる

期待される成果
⼈々、コミュニティ及び各国における⼈命及び社会的・経済的・環境的資産の災
害による損失を⼤幅に軽減すること

目標
リスクへの暴露と脆弱性を改善する経済的・社会的・⽂化的・環境的施策を通じ、
災害リスク発⽣を防⽌し、既存の災害リスクを削減し、もって強靭性を⾼める

優先１：災害リスクの理解 優先２：災害リスク管理のための
ガバナンス・制度の強化

優先３：経済的・社会的・⽂化的
・環境的強靭性への投資

優先４：効果的対応に備えた事前
防災の強化と、復旧・復興の際の
ビルド・バック・ベター

災害リスク管理のための政策及び施策は、
脆弱性、⼈の能⼒や資産の性能、リスクへ
の暴露及びハザードの特徴の全ての側⾯に
おけるリスクの理解に基づく必要がある。
このために、全ての国、全てのステークホ
ルダーが、情報データの収集・解析・提供、
調査の発展、オープンソースなリスクモデ
ルの開発と共有などに取り組むとともに、
継続的なモニタリングと実践や教訓の交換
が必要とされる。

ガバナンスは、すべてのレベルにおいて、
効果的かつ効率的な災害リスク管理を決定
する。明確なビジョン、計画、ガイダンス、
セクター間の調整、全てのステークホル
ダーの参画が求められる。災害リスク管理
のガバナンスの強化が、それゆえ、必要で
ある。

ステークホルダーの役割
各ステークホルダーは、この枠組の地⽅、国、地域、グローバルなレベルでの実施において、国家の政策に則り、国家に対する⽀援提供の実現者として、重要な役割を
になう。かれらのコミットメント、善意、知識、経験、各種資源が必要とされる。

企業、専門家団体、⺠間、⾦融機関、慈善基⾦ 学会、研究者 メディア社会団体、ボランティア、市⺠社会、特に、⼦ども、
⼥性、障害者、⾼齢者、先住⺠

国際協⼒とグローバルなパートナーシップ
災害を受けやすい開発途上国、特に後発開発途上国、⼩島嶼開発途上国、内陸開発途上国およびアフリカについては、しばしば各⾃の災害対応・復興能⼒をはるかに超
える災害が発⽣するため、これらの国々の災害への脆弱性やリスクの⾼さに対して、特別の注意が必要である。開発途上国が⾃国の優先事項及びニーズに応じてこの枠
組を実施することを⽀援するため、国際協⼒の強化、地域的・国際的レベルにおける真正かつ継続的なパートナーシップの構築が迅速に求められる。

ハード及びソフト施策によるリスク防⽌と
削減への投資は、⼈、コミュニティ、国及
び資産の経済的・社会的・⽂化的強靭化、
そして環境の強靭化にとって重要である。
これらの施策は、費⽤対効果が⾼く、⼈命
救助及び損失予防・削減にとって有⽤であ
る。保健、教育、農業、⽔、⽣態系管理、
住宅、⽂化遺産、普及啓発、財政的・リス
ク移転メカニズムなどの主要な開発分野に
おける防災の統合が引き続き必要である。

⼈と資産のリスクへの暴露増加を含め、災
害リスクが増⼤しており、災害からの教訓
も考慮すると、すべてのレベルで応急対応
の備えの⼀層の強化が必要である。また、
復旧・復興段階については、その事前の準
備が必要であるとともに、この機会に、よ
り良い復興（ビルディング・バック・ベ
ター）を果たし、国やコミュニティを災害
に対してより強靭化することが重要である。
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ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
人
材
育
成
が
不
可
欠

で
あ
る
こ
と
が
、
会
場
の
参
加
者
と
共

有
さ
れ
ま
し
た
。

12
月
５
日
に
は
、
第
３
回
国
連
防
災

世
界
会
議
先
行
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
マ
ル
チ
セ
ク
タ
ー
の
防

災
」
が
日
比
谷
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー

ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
の
活
動
経

験
を
有
す
る
約
１
０
０
団
体
の
市
民
社

会
組
織
（
Ｃ
Ｓ
Ｏ
）
か
ら
構
成
さ
れ
る
、

２
０
１
５
防
災
世
界
会
議
日
本
Ｃ
Ｓ
Ｏ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
内
閣
府
及
び
外
務
省

の
共
催
に
よ
り
、
ポ
ス
ト
Ｈ
Ｆ
Ａ
に
対

す
る
市
民
社
会
の
声
を
聴
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
開
催
し
た
も
の
で
す
。
パ
ネ

リ
ス
ト
か
ら
は
、
防
災
の
取
組
に
お
い

て
市
民
社
会
組
織
が
大
き
な
力
を
発
揮

で
き
る
、
自
助
・
共
助
へ
の
積
極
的
な

参
加
な
ど
、
市
民
社
会
組
織
が
有
す
る

貴
重
な
経
験
や
提
案
な
ど
の
発
言
が
続

き
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

進
み
ゆ
く
会
議
準
備

ま
た
、
本
体
会
議

で
特
定
テ
ー
マ
を
取

り
上
げ
て
議
論
す
る

ワ
ー
キ
ン
グ
・
セ
ッ

シ
ョ
ン
の
準
備
も
関

係
者
間
で
進
ん
で
い

ま
す
。
現
在
、各
ワ
ー

キ
ン
グ
・
セ
ッ
シ
ョ

ン
に
関
心
を
持
つ
各

国
政
府
、
国
際
機
関
、

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

等
が
運
営
チ
ー
ム
を

組
織
し
、
そ
の
中
で

セ
ッ
シ
ョ
ン
の
話
題

や
発
表
者
、
期
待
さ

れ
る
成
果
な
ど
に
つ

い
て
、
電
話
会
議
や
テ
レ
ビ
会
議
等
で

議
論
し
て
い
ま
す
。

国
際
機
関
や
政
府
機
関
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や

市
民
等
、
幅
広
い
主
体
が
防
災
に
関
す

る
知
見
・
教
訓
や
問
題
意
識
を
共
有
し

た
り
、
交
流
し
た
り
す
る
関

連
事
業
に
つ
い
て
は
、
当
初

想
定
を
大
幅
に
超
え
る
申
し

込
み
が
あ
り
、
仙
台
開
催
実

行
委
員
会
で
は
会
場
の
追
加

確
保
を
行
う
な
ど
、
本
会
議

へ
の
関
心
の
高
ま
り
に
対
応

す
べ
く
準
備
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

会
議
本
番
ま
で
残
り
３
か
月
と
な
り

ま
し
た
が
、
会
議
の
成
功
に
向
け
て
、

国
際
連
合
、
国
内
関
係
機
関
と
緊
密
に

連
携
し
、
関
係
省
庁
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

第３回国連防災世界会議にむけて
　2015 年３月、仙台市において「第３回国連防災世界会議」が開催されます。今後の世界的な防災指針
が採択される重要な会議です。日本政府がホスト役となり、東日本大震災からの復興や防災に関する取組み
を、世界各国から参加する政府代表団・国際機関・民間企業・学識経験者・市民社会組織（CSO）、そし
て被災者自身が学び合う場となるでしょう。
　この会議に向けて、日本・海外で緊急災害支援やボランティア等で活動する多様な主体が、東日本大震災
での「自助・公助・共助」の経験を共有し、今後各地で予想される災害にどのように取り組めばよいのか、また、
市民防災の力とはどういう事なのかを、パネリストと一緒に考えるシンポジウムを企画しました。

第３回国連防災世界会議
先行イベント

マ

パネリスト
堂本暁子
紅邑晶子
奥村早苗
齋藤 馨
田村政美

男女共同参画と災害・復興ネットワーク代表、JCC2015 共同代表、元千葉県知事

せんだい・みやぎ NPO センター常務理事・事務局長

ピースボート災害ボランティアセンター石巻事務所

内閣府 政策統括官 [ 防災担当 ] 付 参事官 [ 普及啓発・連携担当 ]

外務省 国際協力局 地球規模課題総括課長

※その他追加パネリストも現在交渉中！

お申込み・お問合せ

防

2014 18:30-20:30

日比谷コンベンションホール
12 5 （金）年 月     日

内堀通り

日
比
谷
通
り

国会通り

祝
田
通
り

桜
田
通
り

皇居外苑

日比谷公園

千代田線霞ヶ関駅
C3出口

丸の内線
霞ヶ関駅
B2出口

千代田・日比谷線
日比谷駅
A14出口

三田線
内幸町駅
A7出口

日比谷図書文化館内B1F
コンベンションホール

主催 : JCC2015・内閣府・外務省 / 協賛 : CWS Japan・ACT Alliance・UMCOR・日蓮宗あんのん基金
後援 : 第３回国連防災世界会議仙台開催実行委員会・防災からまちづくりを考える実行委員会

災ルチセクターの

2015 防災世界会議日本 CSO ネットワーク（JCC2015）

お申込みは JCC2015 のウェブサイトから。または、お名
前・所属団体名・ご連絡先をメールか FAX でお送りください。

特定非営利活動法人 国際協力 NGO センター内
TEL: 03-5292-2911

JCC2015 検 索

参加費
無料 !

WEB: www.jcc2015.net/
MAIL: jcc_event@jcc2015.net
FAX: 03-5292-2912

第３回国連防災世界会議i

2015 年 3 月 14 日－18 日，於：仙台市ii  
 

3 月 14 日（土） 3 月 15 日（日） 3 月 16 日（月） 3 月 17 日（火） 3 月 18 日（水） 

AM PM AM PM AM PM AM PM AM

本
体
会
議 

開会式

全体会合 

（会議運

営方式等

の決定） 

全体会合

ステートメント（各国ハイレベルから順に意見表明） 

ポスト兵庫行動枠組， 

政治宣言，  

コミットメント 

の採択 

閉会式 

   

閣僚級ラウンドテーブル                                                 

                                                                   
                                                パートナーシップダイアローグ  

   ワーキングセッション

関
連
事
業 

パブリックフォーラム（シンポジウム，フォーラム，展示等）

(開催場所: 東北大学川内萩ホール, 仙台市民会館，宮城県民会館, せんだいメディアテーク, 夢メッセみやぎ等)

   

日本国

政府主

催レセプ

ション

仙台市主

催レセプシ

ョン 

リスク賞 

授賞式 

笹川賞 

授賞式

被災地視察（スタディツアー） エクスカーション

本体会議

一般公開事業

会場イメージ

仙台国際センター
会議棟

東北大学川内萩ホール

仙台国際センター
展示棟

せんだいメディアテーク

エル・パーク仙台

勾当台公園

宮城県民会館

仙台市民会館

情報・産業
プラザ

市民活動
サポート
センター

仙台市博物館

7

シンポジウム「防災・復興における女性の参画とリーダー
シップ」におけるパネルディスカッション

仙台市内中心部の本体会議・関連事業の主な会場（沿岸部の夢メッ
セみやぎや、隣接する他県の会場でも関連事業が実施されます）

国連防災世界会議の全体行程（案）
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大
雪
に
備
え
る

防
災
情
報
の
活
用
と
在
宅
時
の
過
ご
し
方

大
雪
、
暴
風
雪
等
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、
気
象

情
報
、
注
意
報
及
び
警
報
を
活
用
し
て
、
各
自
が
必
要

性
を
判
断
し
た
上
で
、
早
め
に
必
要
な
行
動
を
取
り
ま

し
ょ
う
。

在
宅
時
は
、
懐
中
電
灯
、
携
帯
ラ
ジ
オ
、
食
糧
、
飲

料
水
等
を
用
意
す
る
と
と
も
に
、
ガ
ス
や
石
油
等
を
利

用
し
た
暖
房
器
具
を
使
用
し
て
い
る
場
合
に
は
適
切
な

換
気
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
雪
が
少
な
か
っ
た
地
域
に
お
い
て

も
記
録
的
な
降
雪
と
な
る
こ
と
が
あ
り
、
お
も
に
山
間

部
等
に
お
い
て
は
地
域
が
孤
立
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

地
理
的
状
況
等
か
ら
少
し
で
も
孤
立
の
お
そ
れ
の
あ
る

地
域
や
住
宅
に
お
い
て
は
、
特
に
食
糧
、
水
、
燃
料
等

を
十
分
に
備
蓄
し
て
く
だ
さ
い
。

車
両
の
運
転
に
つ
い
て

大
雪
、
暴
風
雪
等
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
で
き
る

限
り
車
両
の
運
転
は
避
け
る
の
が
無
難
で
す
。
や
む
を

得
ず
運
転
す
る
場
合
、
事
前
の
気
象
情
報
、
道
路
情
報

等
の
確
認
、
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
や
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー

ン
の
装
着
、
点
検
整
備
の
確
実
な
実
施
と
道
路
状
況
に

応
じ
た
無
理
の
な
い
運
転
を
心
が
け
る
と
と
も
に
、
立

ち
往
生
し
た
場
合
に
備
え
、
防
寒
着
、
長
靴
、
手
袋
、

カ
イ
ロ
、
ス
コ
ッ
プ
、
牽
引
ロ
ー
プ
、
飲
料
水
、
非
常

食
等
も
車
両
内
に
準
備
・
携
行
す
る
こ
と
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

も
し
、
走
行
不
能
と
な
り
そ
の
場
に
留
ま
ら
ざ
る
を

得
な
い
状
況
に
陥
っ
た
場
合
、
マ
フ
ラ
ー
の
除
雪
や
適

切
な
換
気
を
行
い
、
一
酸
化
炭
素
中
毒
を
防
止
す
る
と

と
も
に
、
や
む
を
得
ず
車
両
を
離
れ
る
場
合
に
は
、
ド

ア
は
ロ
ッ
ク
せ
ず
、
鍵
を
車
内
の
わ
か
り
や
す
い
場
所

に
残
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
26
年
11
月
に
改
正
さ
れ
た
災
害
対
策
基
本
法
に

よ
り
、
大
雪
等
の
災
害
発
生
時
に
、
立
ち
往
生
車
両
や

放
置
車
両
に
よ
っ
て
道
路
が
閉
塞
し
て
し
ま
っ
た
場
合

に
は
、
直
ち
に
道
路
啓
開
を
行
う
べ
く
、
道
路
管
理
者

が
車
両
の
所
有
者
等
に
移
動
を
命
じ
る
こ
と
や
、
道
路

管
理
者
自
ら
が
最
低
限
の
破
損
を
含
む
車
両
の
移
動
を

行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
道
路
管
理
者
か
ら

車
両
の
移
動
命
令
が
あ
っ
た
場
合
は
速
や
か
に
移
動
す

る
、
や
む
を
得
ず
車
両
を
離
れ
る
場
合
に
は
連
絡
先
を

車
外
か
ら
も
認
識
で
き
る
場
所
に
掲
示
す
る
な
ど
、
道

路
管
理
者
に
よ
る
車
両
の
移
動
等
の
措
置
に
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

8

屋根の雪下ろし作業には
危険が伴う

特集

日本では近年、雪害によって
毎年およそ 100 名の命が失われ
ています。その多くが除雪作業
中の事故によるものです。また
平成 26年 2月には記録的な大雪
により、道路、鉄道等の交通が
麻痺し、多数の孤立集落が発生
しています。在宅時等の備えを
十分にするとともに、除雪中の
事故の危険を理解し、安全な対
策を講じて事故を防ぎましょう。

雪害を防ぐ
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除
雪
中
の
事
故
防
止

日
本
で
は
国
土
の
約
半
分
が
、「
豪
雪
地
帯
」（
豪
雪

地
帯
対
策
特
別
措
置
法
）
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ

で
約
２
０
０
０
万
人
も
の
人
々
が
生
活
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
雪
に
よ
る
災
害
「
雪
害
」
も
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。

雪
害
に
は
、雪
崩
、除
雪
中
の
事
故
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
中
で
も
、
日
常
生
活
で
避
け
ら
れ
な
い
屋
根
や

道
路
等
の
除
雪
に
伴
う
事
故
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
11
月
か
ら
平
成
26
（
２
０
１

４
）
年
３
月
ま
で
の
雪
に
よ
る
死
者
95
名
の
中
で
、
屋

根
の
雪
下
ろ
し
等
、除
雪
作
業
中
の
死
者
は
66
名（
70
％
）

に
の
ぼ
り
ま
す
。
し
か
も
、
そ
の
う
ち
52
名
（
79
％
）

が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
（
内
閣
府
「
今
冬
期
の
大

雪
等
に
よ
る
被
害
状
況
等
に
つ
い
て
」
に
よ
る
）。

除
雪
中
の
事
故
と
し
て
は
、
雪
下
ろ
し
中
に
屋
根
等
、

高
所
か
ら
の

転
落
（
埋
ま

る
・
直
撃
）、

融
雪
槽
へ
の

転
落
、
除
雪

機
に
巻
き
込

ま
れ
る
事

故
、
除
雪
作

業
中
に
心
筋

梗
塞
な
ど
で

倒
れ
る
事
故

な
ど
が
あ
り

ま
す
。

慣
れ
、
過
信
、
油
断
が
事
故
原
因

平
成
24
年
３
月
に
「
大
雪
に
対
す
る
防
災
力
の
向
上

方
策
検
討
会
」（
内
閣
府
・
国
土
交
通
省
）
が
発
表
し
た

報
告
書
に
よ
る
と
、
除
雪
中
の
事
故
と
し
て
は
、
屋
根

か
ら
の
転
落
事
故
が
約
40
％
と
最
も
多
く
、
そ
の
う
ち
、

「
屋
根
の
上
で
足
を
滑
ら
せ
て
転
落
」
が
約
37
％
、「
は

し
ご
か
ら
の
転
落
」
が
約
31
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
事
故
は
、
命
綱
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
身
に
付
け
る
、

は
し
ご
を
固
定
す
る
と
い
っ
た
対
策
で
事
故
の
危
険
性

を
大
幅
に
減
ら
す
こ
と
が
可
能
で
す
。
自
ら
の
命
は
自

分
で
守
る
と
い
う
意
識
を
持
ち
、
除
雪
前
に
事
故
防
止

の
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
し
、
安
全
対
策
を
講
じ
ま
し
ょ
う
。

共
助
に
よ
る
除
雪

豪
雪
地
帯
で
は
、
過
疎
化
や
高
齢
化
の
進
行
な
ど
に

よ
り
、
地
域
の
雪
か
き
の
担
い
手
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
が
一
人
で
雪
下
ろ
し
等
の
除
雪
作
業
を
行
い
、

事
故
に
つ
な
が
る
場
合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う

し
た
こ
と
か
ら
、
各
地
域
で
は
共
助
を
活
用
し
た
雪
処

理
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
国
土
交
通
省
が

平
成
26
年
４
月
に
公
表
し
た
「
新
た
な
地
域
除
排
雪
の

取
組
事
例
」（
※
） 
の
中
か
ら
、
２
つ
紹
介
し
ま
す
。

山
形
県
尾
花
沢
市
の
事
例

尾
花
沢
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
尾
花
沢
市
等
と
連

携
し
、
要
援
護
者
世
帯
等
の
家
屋
周
辺
の
除
雪
作
業

を
行
う
「
尾
花
沢
市
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」

を
平
成
24
年
度
に
立
ち
上
げ
、
広
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
。
地
域
住
民
と
中
学
生
や
大
学
生
と
の
交
流

や
、
地
域
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
の
要
素
を
持
た
せ
た
除

雪
活
動
に
も
取
り
組
む
。

北
海
道
北
見
市
の
事
例

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
と
む
て
の
森
」
が
、
北
見
市
、
地

元
の
２
つ
の
大
学
等
と
協
力
し
、平
成
24
年
度
に
「
除

雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
、
地
元
大
学

生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
高
齢
者
宅
の
除
雪
を
行
う
仕

組
み
を
構
築
。
大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
す
る
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
、
地
域
通
貨
に
よ
る
支
払
い
、
感

謝
状
の
授
与
な
ど
。

各
地
域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
除
雪
作
業
の
新
た
な
担

い
手
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
除
雪
作
業
に
は
危
険
が
伴

い
ま
す
。
受
け
入
れ
側
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
す
る

十
分
な
安
全
対
策
を
講
じ
た
上
で
、
作
業
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

命を守る除雪中の事故防止 10 箇条 

１．作業は家族、となり近所にも声をかけて２人以上で！ 

２．建物のまわりに雪を残して雪下ろし！ 

３．晴れの日ほど要注意、屋根の雪がゆるんでる！ 

４．はしごの固定を忘れずに！ 

５．エンジンを切ってから！除雪機の雪詰まりの取り除き 

６．低い屋根でも油断は禁物！ 

７．作業開始直後と疲れたころは特に慎重に！

８．面倒でも命綱とヘルメットを！ 

９．命綱、除雪機など用具はこまめに手入れ・点検を！ 

10．作業のときには携帯電話を持っていく！

9

出典　�「よくある除雪作業中の事故とその対策」�
（内閣府・国土交通省）

雪害の死亡状況別の死者数
（平成 25年 11 月〜平成 26年 3月）

出典　�「今冬期の大雪等による被害状況等について」�
（内閣府：平成 26年 5月 30日現在）

除雪 66名 (52名)

落雪 10名
 (9名)

その他
11名
 (5名)倒壊した家屋の

下敷き 7名 (5名)

雪崩  1名

（　）内は 65 歳以上の
死者数

※「新たな地域除排雪の取組事例」  http://www.mlit.go.jp/common/001037712.pdf
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御
嶽
山
噴
火

長
野
県
木
曽
郡
木
曽
町
・
王
滝
村
と
岐
阜
県
下
呂

市
・
高
山
市
に
ま
た
が
る
御
嶽
山
（
最
高
峰
：
剣
ヶ

峰 

３
０
６
７
ｍ
）
で
は
、
９
月
27
日
11
時
41
分
頃
か

ら
火
山
性
微
動
が
発
生
し
始
め
、
同
11
時
52
分
頃
に

噴
火
が
発
生
し
ま
し
た
。
気
象
庁
は
同
12
時
36
分
、

噴
火
警
報
（
火
口
周
辺
警
報
）
を
発
表
し
、
噴
火
警

戒
レ
ベ
ル
を
１
（
平
常
）
か
ら
３
（
入
山
規
制
）
へ

引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
火
口
か
ら
４
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
以
内
に
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
呼
び
か
け
ま
し
た
。

（
被
害
状
況
）

こ
の
噴
火
に
よ
り
、
死
者
57
人
、
行
方
不
明
者
６
人
、

負
傷
者
69
人
の
人
的
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

（
政
府
の
対
応
）

政
府
で
は
、
９
月
27
日
15
：
00
に
関
係
省
庁
の
担

当
者
に
よ
る
会
議
を
緊
急
開
催
し
、
被
害
情
報
の
収

集
を
急
ぐ
と
と
も
に
、
同
16
：
40
に
は
、
山
谷
内
閣

府
特
命
担
当
大
臣
（
防
災
）、
松
本
内
閣
府
大
臣
政
務

官
出
席
の
も
と
、
関
係
省
庁
災
害
対
策
会
議
を
開
催

し
、
関
係
省
庁
に
対
し
、
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
か
ら

発
せ
ら
れ
た
指
示
（
1
．
早

急
に
被
災
状
況
の
把
握
を
行

う
こ
と
、
2
．
被
災
者
の
救

助
に
総
力
を
挙
げ
る
と
と
も

に
、
避
難
誘
導
等
登
山
者
や

住
民
の
安
全
の
確
保
に
万
全

を
期
す
こ
と
、
3
．
火
山
の

観
測
を
強
化
し
、
登
山
者
及

び
住
民
に
対
す
る
迅
速
的
確

な
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
）

を
伝
達
す
る
と
と
も
に
、
今

後
の
噴
火
活
動
の
見
通
し
及

び
被
害
状
況
並
び
に
各
省
庁

の
対
応
状
況
に
つ
い
て
確
認

し
ま
し
た
。

ま
た
翌
28
日
に
は
、
噴
火

に
よ
り
多
数
の
犠
牲
が
生
じ
、
な
お
多
数
の
行
方
不

明
者
が
存
在
す
る
と
い
う
事
態
を
踏
ま
え
、
災
害
対

策
基
本
法
に
基
づ
き
、
平
成
26
年
（
２
０
１
４
年
）

御
嶽
山
噴
火
非
常
災
害
対
策
本
部
（
本
部
長
：
山
谷

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
防
災
））
を
格
上
げ
設
置
す

る
と
と
も
に
、
当
本
部
の
事
務
の
一
部
を
行
う
組
織

と
し
て
、
長
野
県
庁
に
現
地
対
策
本
部
（
本
部
長
：

松
本
内
閣
府
大
臣
政
務
官
）
を
設
置
し
、
政
府
の
総

力
を
挙
げ
て
災
害
応
急
対
策
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
噴
火
発
生
直
後
の
９
月
28
日
に
は
西

村
内
閣
府
副
大
臣
を
、
10
月
11
日
に
は
山
谷
内
閣
府

特
命
担
当
大
臣
（
防
災
）
を
、
そ
れ
ぞ
れ
団
長
と
す

る
政
府
調
査
団
を
長
野
県
へ
派
遣
し
、
自
衛
隊
の
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
で
上
空
か
ら
火
口
付
近
の
噴
火
・
降
灰

10

国内災害

平
成
26
年
秋
の 

災
害
の
状
況
に
つ
い
て

災害報告
Disaster Report

ヘリによる上空視察（御嶽山上空）非常災害現地対策本部（長野県庁内）

ヘリによる上空視察（御嶽山上空）
平成 26 年御嶽山噴火非常災害対策本部 

第１回本部会議（8 号館災害対策本部会議室）
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の
状
況
や
捜
索
活
動
の
状
況
等
を
調
査
す
る
と
と
も

に
、
被
災
自
治
体
の
首
長
等
と
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

（
支
援
策
）

具
体
的
な
支
援
と
し
て
、
９
月
27
日
に
、
災
害
救

助
法
が
長
野
県
木
曽
郡
木
曽
町
及
び
王
滝
村
に
適
用

さ
れ
る
と
と
も
に
、
同
法
の
適
用
を
踏
ま
え
、
10
月

８
日
、
２
町
村
に
対
し
、
11
月
に
定
例
交
付
す
べ
き

普
通
交
付
税
の
一
部
を
繰
り
上
げ
て
交
付
し
ま
し
た
。

台
風
第
18
号
及
び
第
19
号

《
台
風
第
18
号
》

９
月
29
日
15
時
に
ト
ラ
ッ
ク
諸
島
近
海
で
発
生
し

た
台
風
第
18
号
は
、
発
達
し
な
が
ら
日
本
の
南
海
上

を
北
上
し
、 

大
型
で
非
常
に
強
い
勢
力
で
南
大
東
島
の

近
海
を
通
っ
て
九
州
の
南
海
上
に
達
し
ま
し
た
。

台
風
は
、
進
路
を
東
寄
り
に
変
え
、
強
い
勢
力
を

維
持
し
た
ま
ま
潮
岬
の
南
を
通
っ
て
、
10
月
６
日
８

時
過
ぎ
に
静
岡
県
浜
松
市
付
近
に
上
陸
し
、
そ
の
後

は
速
度
を
速
め
な
が
ら
東
海
地
方
及
び
関
東
地
方
を

北
東
に
進
み
、
６
日
21
時
に
日
本
の
東
海
上
で
温
帯

低
気
圧
に
変
わ
り
ま
し
た
。

こ
の
台
風
と
本
州
付
近
に
停
滞
し
た
前
線
の
影
響

に
よ
り
、
東
日
本
の
太
平
洋
側
を
中
心
に
大
雨
と
な

り
、
沖
縄
・
奄
美
と
西
日
本
・
東
日
本
の
太
平
洋
側

で
は
暴
風
や
猛
烈
な
し
け
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

《
台
風
第
19
号
》

10
月
３
日
21
時
に
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
付
近
で
発
生

し
た
台
風
第
19
号
は
、
発
達
し
な
が
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
東
海
上
を
西
に
進
み
、
８
日
３
時
か
ら
９
日
12
時

に
か
け
て
勢
力
が
最
大
（
中
心
気
圧
９
０
０
ｈ
Ｐ
ａ
）

と
な
り
ま
し
た
。

台
風
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
東
海
上
で
進
路
を
北
に

変
え
て
沖
縄
の
南
海
上
を
北
上
し
、
12
日
０
時
半
頃

に
大
型
で
非
常
に
強
い
勢
力
で
沖
縄
本
島
付
近
を
通

過
し
ま
し
た
。
13
日
に
は
東
シ
ナ
海
で
進
路
を
北
東

に
変
え
、
８
時
半
頃
に
鹿
児
島
県
枕
崎
市
付
近
、
14

時
半
頃
に
高
知
県
宿
毛
市
付
近
、
20
時
半
頃
に
大
阪

府
岸
和
田
市
付
近
に
そ
れ
ぞ
れ
上
陸
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
台
風
は
、
速
度
を
速
め
な
が
ら
近
畿
地
方
、

東
海
地
方
、
関
東
地
方
、
東
北
地
方
を
進
み
、
14
日

９
時
に
三
陸
沖
で
温
帯
低
気
圧
に
変
わ
り
ま
し
た
。

こ
の
台
風
に
よ
り
、
沖
縄
・
奄
美
と
西
日
本
か
ら

北
日
本
に
か
け
て
の
太
平
洋
側
を
中
心
に
大
雨
や
暴

風
と
な
り
、
海
上
で
は
猛
烈
な
し
け
と
な
り
ま
し
た
。

（
被
害
状
況
）

《
台
風
第
18
号
》

台
風
第
18
号
の
影
響
に
よ
り
、
死
者
６
人
、
行
方

不
明
者
１
人
、
負
傷
者
72
人
の
人
的
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。
ま
た
、
住
家
被
害
に
つ
い
て
は
、
全
壊
２
棟
、

半
壊
４
棟
、
床
上
・
床
下
浸
水
２
５
４
０
棟
等
の
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。

《
台
風
第
19
号
》

ま
た
、
台
風
第
19
号
で
は
、
死
者
３
人
、
負
傷
者

96
人
の
人
的
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
住
家

被
害
に
つ
い
て
は
、
半
壊
６
棟
、
床
上
・
床
下
浸
水

８
３
６
棟
等
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

（
政
府
の
対
応
）

《
台
風
第
18
号
》

台
風
第
18
号
の
接
近
に
伴
い
、
政
府
で
は
、
10
月

３
日
と
５
日
に
、
山
谷
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
防

災
）、
西
村
内
閣
府
副
大
臣
出
席
の
も
と
関
係
省
庁
災

害
警
戒
会
議
を
開
催
し
、
今
後
の
気
象
の
見
通
し
や

各
省
庁
の
対
応
状
況
等
を
確
認
す
る
な
ど
警
戒
体
制

の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
５
日
に
は
、
山
谷
内
閣

府
特
命
担
当
大
臣
（
防
災
）
か
ら
国
民
の
皆
様
へ
、

台
風
第
18
号
の
接
近
に
伴
う
大
雨
や
強
風
へ
の
対
応

と
し
て
、
早
め
早
め
の
避
難
な
ど
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。更

に
、
台
風
の
進
路
や
被
害
の
発
生
状
況
を
踏
ま

え
、
10
月
６
日
と
７
日
に
関
係
省
庁
災
害
対
策
会
議

を
開
催
し
、
被
害
状
況
及
び
各
省
庁
の
対
応
状
況
の

共
有
を
図
る
と
と
も
に
、
関
係
省
庁
が
緊
密
に
連
携

し
、
引
き
続
き
対
策
を
講
じ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。

《
台
風
第
19
号
》

台
風
第
19
号
へ
の
備
え
と
し
て
、
政
府
で
は
、
10

月
10
日
に
、
山
谷
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
防
災
）、

西
村
内
閣
府
副
大
臣
出
席
の
も
と
関
係
省
庁
災
害
警

戒
会
議
を
開
催
し
、
今
後
の
気
象
の
見
通
し
及
び
被

害
状
況
並
び
に
各
省
庁
の
対
応
状
況
に
つ
い
て
情
報

共
有
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
沖
縄
県
知
事
か
ら
の
自
衛
隊
災
害
派
遣
要

請
に
基
づ
き
、
陸
上
自
衛
隊
を
沖
縄
県
へ
派
遣
し
、

沖
縄
電
力
の
人
員
及
び
機
材
の
輸
送
を
実
施
し
ま
し

た
。更

に
、
台
風
の
進
路
や
被
害
の
発
生
状
況
を
踏
ま

え
、
10
月
14
日
に
関
係
省
庁
災
害
対
策
会
議
を
開
催

11
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し
、
被
害
状
況
及
び
各
省
庁
の
対
応
状
況
の
共
有
を

図
る
と
と
も
に
、
関
係
省
庁
が
緊
密
に
連
携
し
、
引

き
続
き
対
策
を
講
じ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

長
野
県
北
部
を
震
源
と
す
る
地
震

11
月
22
日
22
：
08
頃
、
長
野
県
北
部
を
震
源
と
す

る
地
震
（
震
源
の
深
さ
約
５
km
、
Ｍ
６
・
７
）
が
発

生
し
、
長
野
県
長
野
市
、
小
谷
村
、
小
川
村
で
震
度

６
弱
、
長
野
県
白
馬
村
、
信
濃
町
で
震
度
５
弱
を
観

測
し
ま
し
た
。
ま
た
、
11
月
26
日
9
：
00
現
在
、
震

度
１
以
上
の
余
震
は
93
回
観
測
さ
れ
て
い
ま
す
（
22

日
22
：
37
に
最
大
震
度
５
弱
を
観
測
）。

（
被
害
状
況
）

こ
の
地
震
に
よ
り
、
幸
い
に
も
死
者
・
行
方
不
明

者
は
発
生
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
46
人
の
負
傷
者
が

出
ま
し
た
。
ま
た
、
住
家
被
害
に
つ
い
て
は
、
全
壊

50
棟
、
半
壊
92
棟
、
一
部
破
損
１
４
２
８
棟
の
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。

（
政
府
の
対
応
）

政
府
で
は
、
地
震
発
生
直

後
か
ら
、
緊
急
参
集
チ
ー
ム

の
招
集
し
、
事
態
把
握
と
対

処
方
針
の
確
認
を
行
う
と

と
も
に
、
発
生
後
直
ち
に
政

府
の
先
遣
チ
ー
ム
を
長
野

県
庁
へ
派
遣
し
ま
し
た
。

23
日
朝
に
は
、
松
本
内

閣
府
大
臣
政
務
官
を
団
長

と
す
る
政
府
調
査
団
を
長
野
県
へ
派
遣
し
、
長
野
県

知
事
等
か
ら
被
災
状
況
の
説
明
を
受
け
、
救
助
活
動
、

二
次
災
害
の
防
止
、
避
難
者
へ
の
対
応
、
イ
ン
フ
ラ
・

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
早
期
復
旧
等
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
う
と
と
も
に
、
自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
上

空
か
ら
白
馬
村
・
小
谷
村
の
被
害
状
況
等
を
調
査
し

ま
し
た
。

同
日
９
：
00
に
は
、山
谷
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
防

災
）
出
席
の
も
と
、
関
係
省
庁
災
害
対
策
会
議
を
開

催
し
、
阿
部
長
野
県
知
事
と
テ
レ
ビ
会
議
を
行
う
と

と
も
に
、
被
害
状
況
及
び
各
省
庁
の
対
応
状
況
に
つ

い
て
情
報
共
有
を
行
い
ま
し
た
（
以
降
、
同
会
議
を

計
２
回
開
催
）。

ま
た
、
24
日
に
は
、
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
が
長
野

県
を
訪
問
し
、
被
災
現
場
を
視
察
す
る
と
と
も
に
、

避
難
者
等
と
意
見
交
換
を
実
施
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
12
月
２
日
に
山
谷
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

（
防
災
）
を
団
長
と
す
る
政
府
調
査
団
を
長
野
県
に
派

遣
し
、
被
災
自
治
体
の
首
長
等
と
意
見
交
換
を
行
う

と
と
も
に
、
被
災
現
場
の
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

（
支
援
策
）

具
体
的
な
支
援
と
し
て
、
11
月
22
日
に
、
災
害
救

助
法
が
長
野
県
北
安
曇
郡
白
馬
村
、
北
安
曇
郡
小
谷

村
、
上
水
内
郡
小
川
村
に
適
用
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
日
付
で
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
が
長

野
県
北
安
曇
郡
白
馬
村
、
北
安
曇
郡
小
谷
村
に
適
用

さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、「
平
成
二
十
六
年
十
一
月
二
十
二
日
の
地

震
に
よ
る
災
害
」
に
つ
い
て
、
長
野
県
北
安
曇
郡
白

馬
村
及
び
小
谷
村
を
対
象
と
す
る
激
甚
災
害
に
指
定

し
、
当
該
災
害
に
適
用
す
べ
き
措
置
（
公
共
土
木
施

設
災
害
復
旧
等
に
関
す
る
特
別
の
財
政
援
助
、
農
地

等
の
災
害
復
旧
事
業
等
に
係
る
補
助
の
特
別
措
置
、

小
災
害
債
に
係
る
元
利
償
還
金
の
基
準
財
政
需
要
額

へ
の
参
入
等
）
を
指
定
し
ま
し
た
。（
12
月
16
日
閣
議

決
定
、
12
月
19
日
公
布
・
施
行
予
定
）

（
以
上
、
平
成
26
年
12
月
16
日
現
在
）

12

災害報告
Disaster Report

被災した家屋の様子（白馬村神城地区）

避難所で聞き取りをする安倍総理大臣（白馬村内）

意見交換会であいさつをする山谷防災担当大臣
（白馬村役場）

政府調査団の長野県災害対策本部会議への出席
（長野県庁）
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毎
年
９
月
１
日
に
は
全
国
各
地
で
防
災

訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
９
月

１
日
が
「
防
災
の
日
」
で
あ
る
こ
と

に
ち
な
ん
で
い
る
こ
と
は
多
く
の
方
が
ご
存
知
か

と
思
い
ま
す
が
、
11
月
に
も
防
災
に
つ
い
て
考
え

る
日
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
11
月

５
日
「
津
波
防
災
の
日
」。
こ
れ
は
、
平
成
23
年

の
東
日
本
大
震
災
の
津
波
に
よ
り
、
多
く
の
尊
い

命
が
失
わ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
国
民
の
間
に
広
く

津
波
対
策
に
つ
い
て
の
理
解
と
関
心
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
に
平
成
23
年
６
月
に
施
行
さ
れ
た
「
津

波
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
定
め
ら

れ
た
日
で
す
。

こ
の
11
月
５
日
は
、
江
戸
時
代
に
、
暗
闇
の
な

か
、
火
を
つ
け
た
稲
の
束
（
稲
む
ら
）
を
使
っ
て

住
民
を
高
台
に
避
難
さ
せ
、
津
波
か
ら
命
を
守
っ

た
『
稲
む
ら
の
火
』
の
逸
話
で
も
知
ら
れ
る
、
安

政
南
海
地
震
の
発
生
し
た
日
に
ち
な
ん
だ
も
の
で

す
。「

稲
む
ら
の
火
」
の
原
作
は
、
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・

ハ
ー
ン
（
小
泉
八
雲
）
が
明
治
30
年
（
１
９
８
７
）

に
発
表
し
た
短
編
小
説
「A Living God

」（
生

き
神
様
）
で
す
。
明
治
29
年
６
月
に
発
生
し
た
明

治
三
陸
地
震
に
よ
る
津
波
で
数
多
く
の
命
が
失
わ

れ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
知
っ
た
ハ
ー
ン
は
、
伝

え
聞
い
て
い
た
安
政
南
海
地
震
の
際
の
逸
話
を
ヒ

ン
ト
に
こ
の
小
説
を
書
き
上
げ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

東
日
本
大
震
災
で
は
、
犠
牲
者
の
９
割
以
上
が

津
波
に
よ
っ
て
命
を
落
と
し
、
さ
ら
に
近
い
将
来

発
生
が
予
想
さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
お

い
て
も
最
大
約
23
万
人
が
、
津
波
が
原
因
で
命
を

落
と
す
可
能
性
が
あ
る
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
津
波
に
よ
る
人
的
被
害
は
、
そ
の

他
の
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
に
比
べ
て
極
め
て

甚
大
な
も
の
に
な
り
ま
す
。
一
方
で
、
住
民
の

迅
速
な
避
難
行
動
に
よ
り
飛
躍
的
に
犠
牲
者
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
の
も
津
波
の
大
き
な
特

徴
で
す
。
地
震
の
発
生
か
ら
津
波
の
襲
来
ま
で

に
は
時
間
差
が
あ
り
、
そ
の
間
に
速
や
か
に
適

切
な
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
確
実
に
自
ら

の
命
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
で
す
。

地
震
津
波
防
災
訓
練

「
津
波
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
の
制
定

か
ら
３
年
が
経
過
し
た
こ
と
を
受
け
、
内
閣
府

で
は
、
改
め
て
全
国
の
地
方
公
共
団
体
、
民
間

企
業
な
ど
に
対
し
、
地
震
・
津
波
防
災
訓
練
を

行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
全
国
各
地
の
３
０
０
を
超
え
る

団
体
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、「
津
波
防
災
の
日
」

を
中
心
に
住
民
参
加
の
避
難
訓
練
な
ど
を
実
施
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

内
閣
府
で
も
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
宮
崎
県

に
至
る
ま
で
、全
国
８
か
所
で
住
民
参
加
の
地
震
・

津
波
防
災
訓
練
を
実
施
し

た
ほ
か
、
11
月
５
日
に
は
、

官
邸
で
非
常
災
害
対
策
本

部
の
設
置
訓
練
を
行
い
、

引
き
続
き
、
そ
の
場
を
活

用
し
て
、
安
倍
内
閣
総
理

大
臣
出
席
の
下
、「
津
波

防
災
に
関
す
る
会
議
」
を

実
施
し
ま
し
た
。
こ
こ
で

は
、
テ
レ
ビ
会
議
を
使
っ

て
、
８
か
所
の
う
ち
、
11

月
５
日
に
訓
練
を
実
施
し
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防災の動き
Disaster Management News

「津波防災の日」
地震・津波防災訓練／シンポジウム

11 月 5 日に総理官邸で開催された「津波防災に関する会議」で
挨拶する安倍総理大臣

高台に避難する子どもたち（北海道浜中町）

海上で行われた救出訓練（愛知県西尾市）
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た
、
和
歌
山
県
広
川
町
、
山
口
県
周
防
大
島
町
及

び
愛
知
県
西
尾
市
の
三
市
町
の
首
長
な
ど
か
ら
訓

練
の
報
告
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
中
部
緊
急
災

害
現
地
対
策
本
部
運
営
訓
練
の
報
告
を
松
本
内
閣

府
大
臣
政
務
官
か
ら
受
け
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

内
閣
府
で
は
平
成
23
年
度
よ
り
「
津
波
防
災
の

日
」に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
回
は
仙
台
市
内
で
開

催
し
ま
し
た
。

第
１
部
で
は
、
井
上

内
閣
府
審
議
官
の
開
会

挨
拶
、
津
波
防
災
親
善

大
使
で
あ
る
フ
ィ
ギ
ュ

ア
ス
ケ
ー
タ
ー
の
羽
生

結
弦
選
手
か
ら
の
ビ
デ

オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
東
日

本
大
震
災
時
に
お
け
る

避
難
行
動
等
を
振
り
返

る
「
津
波
防
災
啓
発
映

像
」
の
上
映
に
続
き
、
兵
庫
県
立
大
学
防
災
セ
ン

タ
ー
長
の
室
﨑
益
輝
氏
に
よ
る
「
津
波
避
難
の
あ

り
方
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
基
調
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

室
﨑
氏
か
ら
は
、
津
波
に
よ
る
被
害
を
軽
減
す

る
た
め
に
は
、

・�

大
き
な
自
然
に
対
す
る
小
さ
な
人
間
と
い
う

関
係
を
認
識
し
、
被
害
を
少
な
く
す
る
た
め

の
実
践
的
な
目
標
を
立
て
、
戦
略
的
な
取
り

組
み
を
展
開
す
る
こ
と

・�
行
政
は
も
と
よ
り
市
民
も
地
域
レ
ベ
ル
で
巨

大
地
震
や
津
波
な
ど
の
危
険
性
を
正
し
く
知

る
こ
と

・�

人
間
が
経
験
か
ら
作
っ
た
災
害
の
想
定
に
は

幅
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
最
悪
の
場
合
を
考
え

ど
の
様
な
事
態
が
起
き
て
も
命
だ
け
は
守
れ

る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と

・�

そ
の
た
め
に
「
人
間
の
行
動
特
性
（
情
動
性
、

追
従
性
、
習
慣
性
な
ど
）」
を
考
慮
し
て
避

難
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
、適
切
な
行
動
は
、

適
切
な
「
環
境
、
情
報
、
知
識
」
か
ら
生
み

出
さ
れ
る
こ
と

・�

地
域
全
体
で
の
避
難
を
実
現
す
る
た
め
に
、

地
域
の
個
性
を
確
認
し
な
が
ら
津
波
避
難
計

画
を
策
定
し
、
知
恵
を
出
し
合
い
様
々
な
手

段
を
駆
使
す
る
こ
と

等
が
必
要
で
あ
る
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

第
２
部
で
は
、「
豊
か
な
自
然
と
津
波
防
災
の

知
恵
」
と
題
し
て
、４
つ
の
自
治
体
の
事
例
紹
介
・

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
次
の
よ
う

な
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
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防災の動き
Disaster Management News

基調講演を行う室﨑益輝氏

シンポジウム第２部の事例紹介・パネラーの皆様

幼児も一緒に訓練に参加（和歌山県広川町）

高台へ避難する（千葉県いすみ市）
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【
前
宮
城
県
気
仙
沼
市
総
務
部
危
機
管
理
監

  

兼
危
機
管
理
課
長
　
佐
藤
健
一
氏
】

・�

気
仙
沼
市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
前
か
ら
、

明
治
三
陸
津
波
等
の
津
波
被
害
の
教
訓
を
踏

ま
え
、
学
校
を
中
心
と
し
た
地
域
防
災
力
の

向
上
、
情
報
シ
ス
テ
ム
整
備
、
防
災
マ
ッ
プ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
全
世
帯
配
布
、
避
難
訓

練
、
津
波
避
難
ビ
ル
の
指
定
活
動
等
、
様
々

な
取
組
み
を
行
っ
て
き
た
。

・�
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
は
、
津
波
避
難
ビ

ル
を
指
定
し
て
お
い
た
こ
と
で
４
階
ま
で
浸

水
し
た
も
の
の
高
校
の
屋
上
に
避
難
す
る
な

ど
し
て
助
か
っ
た
方
が
い
る
一
方
、
漂
流
物

で
建
物
の
倒
壊
や
火
災
等
に
よ
り
大
き
な
被

害
も
出
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
事
実
を
し
っ

か
り
と
受
け
止
め
、
大
き
な
被
害
を
出
し
て

し
ま
っ
た
原
因
に
つ
い
て
突
き
詰
め
て
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

・�

津
波
の
場
合
、
時
間
に
制
限
が
あ
る
中
で
の

助
け
合
い
で
あ
り
、
家
族
を
助
け
に
行
く
等

で
犠
牲
に
な
っ
た
方
も
い
た
こ
と
か
ら
、
共

助
に
つ
い
て
も
住
民
の
皆
さ
ん
と
と
こ
と
ん

考
え
る
必
要
が
あ
り
、
様
々
な
シ
ス
テ
ム
を

構
築
す
る
こ
と
も
大
事
だ
が
、
そ
れ
ら
を
繋

い
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

【
岩
手
県
教
育
委
員
会
事
務
局

  

学
校
教
育
室
指
導
主
事
　
森
本
晋
也
氏
】

・�

釜
石
市
の
防
災
教
育
の
取
組
み
は
平
成
18
年

（
２
０
０
６
年
）２
月
、当
時
の
教
育
長
の「
災

害
時
に
子
ど
も
の
被
害
を
ゼ
ロ
に
す
る
」
と

い
う
決
断
か
ら
始
ま
っ
た
が
当
初
、
防
災
意

識
は
高
い
と
は
言
え
な
い
状
況
だ
っ
た
こ
と

か
ら
、
ま
ず
昭
和
８
年
の
昭
和
三
陸
津
波
の

体
験
談
の
聴
取
り
な
ど
地
域
調
査
の
取
組
を

開
始
。
生
徒
達
は
、
靴
を
揃
え
る
等
、
普
段

の
生
活
で
当
た
り
前
の
こ
と
を
き
ち
ん
と
や

る
こ
と
が
迅
速
な
避
難
に
つ
な
が
る
こ
と
を

学
び
、
文
化
祭
、
地
域
の
公
民
館
等
で
地
域

に
発
表
し
ま
し
た
。

・�
取
り
組
み
は
平
成
21
年
（
２
０
０
９
年
）
か

ら
本
格
化
し
、①
自
分
の
命
を
自
分
で
守
る
。

②
助
け
ら
れ
る
人
か
ら
助
け
る
人
へ　

③
防

災
文
化
の
継
承　

と
い
う
狙
い
を
設
定
。
生

徒
が
発
案
し
た
手
作
り
の
安
否
札
を
地
域
に

配
布
。
学
区
内
で
も
っ
と
も
高
い
津
波
の
記

録
（
13
ｍ
）
の
校
舎
へ
の
マ
ー
キ
ン
グ
に
よ

る
津
波
の
高
さ
を
体
感
し
た
り
、
時
速
36
㎞

で
自
動
車
を
走
ら
せ
生
徒
と
の
競
争
に
よ
る

津
波
の
速
さ
の
疑
似
体
験
等
を
実
施
。
様
々

な
取
組
み
の
積
み
重
ね
が
震
災
時
の
生
徒
の

率
先
避
難
に
つ
な
が
っ
た
。

・�

震
災
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
防
災
教
育
に
加
え

「
い
わ
て
の
復
興
教
育
」
を
実
施
中
。「
防
災

教
育
は
人
づ
く
り
」
で
あ
る
こ
と
。
そ
し
て

そ
れ
を
世
代
間
で
繋
い
で
い
く
こ
と
が
必

要
。

【
静
岡
県
湖
西
市
危
機
管
理
監
　
藤
田
和
久
氏
】

・�

遠
州
灘
と
浜
名
湖
に
面
し
た
湖
西
市
は
、
明

応
の
地
震
で
浜
名
湖
が
海
と
つ
な
が
っ
た
こ

と
や
浸
水
被
害
の
経
験
か
ら
宿
場
町
が
高
台

に
移
転
し
た
こ
と
等
、
昔
か
ら
災
害
に
向
き

合
っ
て
き
た
地
域
。

・�

現
在
は
、
最
大
ク
ラ
ス
の
浸
水
想
定
に
基
づ

い
た
避
難
計
画
を
作
成
し
て
お
り
、
行
政
の

15

津波避難ビルの指定

高台まで遠い場所
における人工高台
として，津波から身
を守ることに活用。

←実際にこれ以上
の方が避難して，
助かりました。

避難時に実際に使われた安否札 

避難時に実際に使われた安否札 
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取
組
と
し
て
は
自
治
会
・
町
内
会
・
自
主
防

災
会
の
協
力
の
も
と
建
設
候
補
地
を
選
定

し
、津
波
避
難
デ
ッ
キ
や
避
難
マ
ウ
ン
ト（
命

山
）
の
整
備
や
津
波
防
御
施
設
の
か
さ
上

げ
、
津
波
浸
水
想
定
の
深
さ
を
示
し
た
、
セ

ラ
ミ
ッ
ク
製
の
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ー
カ
ー
」
の

路
面
へ
の
埋
め
込
み
や
津
波
避
難
施
設
の
方

向
を
示
す
蓄
光
素
材
の「
路
面
標
示
シ
ー
ト
」

等
の
設
置
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
そ
れ

ら
は
あ
く
ま
で
も
住
民
の
避
難
行
動
を
側
面

か
ら
支
え
る
対
策
。
ハ
ー
ド
対
策
だ
け
に
頼

ら
な
い「
避
難
経
路
を
市
民
が
自
分
で
作
る
」

取
組
み
を
推
進
中
。

【
高
知
県
黒
潮
町
情
報
防
災
課

  

南
海
地
震
対
策
係
長
　
川
田
和
徳
氏
】

・�

黒
潮
町
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
想
定
に
お

い
て
、
想
定
さ
れ
る
最
大
の
津
波
高
が
全
国

最
大
ク
ラ
ス
の
34
ｍ
と
発
表
さ
れ
た
。
発
表

当
初
、
地
域
住
民
か
ら
は
「
あ
き
ら
め
」
に

似
た
声
が
聞
か
れ
た
。

・�

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、「
あ
き
ら
め
な
い
。

揺
れ
た
ら
逃
げ
る
。
よ
り
早
く
、
よ
り
安
全

な
と
こ
ろ
へ
。」
を
基
本
理
念
と
し
て
避
難

放
棄
者
を
出
さ
な
い
、「
犠
牲
者
ゼ
ロ
」
の

防
災
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
取
り
組
み
を

開
始
。

　

�　

具
体
的
に
は
「
戸
別
津
波
避
難
カ
ル
テ
」

づ
く
り
や
「
地
区
防
災
計
画
策
定
に
向
け
た

取
組
み
」
を
実
施
。

・�

浸
水
の
可
能
性
が
あ
る
す
べ
て
の
集
落
に
お

い
て
班
別
懇
談
会
を
実
施
し
、
対
象
と
な
る

全
世
帯
（
３
７
９
１
世
帯
）
分
の
「
津
波
避

難
カ
ル
テ
」
を
収
集
。
カ
ル
テ
を
基
礎
情
報

と
し
て
、各
避
難
場
所
で
の
想
定
参
集
人
数
、

避
難
行
動
困
難
者
数
、
自
動
車
避
難
を
予
定

し
て
い
る
人
数
、
主
要
避
難
ル
ー
ト
図
の
作

成
・
分
析
も
実
施
。

・�

分
析
を
元
に
、
避
難
行
動
要
支
援
者
の
台
帳

作
成
、
住
宅
の
耐
震
化
事
業
の
推
進
と
有
識

者
を
交
え
た
円
滑
な
避
難
へ
の
取
り
組
み
を

実
施
し
て
い
る
。

以
上
の
発
表
・
発
言
を
受
け
、
進
行
役
の
法
政

大
学
大
学
院
非
常
勤
講
師
の
鍵
屋
一
氏
か
ら
、
職

員
の
本
気
さ
が
地
域
住
民
を
引
き
付
け
る
。
本
気

で
や
っ
て
い
る
こ
と
が
住
民
に
伝
わ
る
と
住
民
が

信
頼
し
て
く
れ
る
、
職
員
は
そ
の
信
頼
に
応
え
よ

う
と
す
る
循
環
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。

第
２
部
の
最
後
に
は
、
東
北
大
学
災
害
科
学
国

際
研
究
所
の
今
村
文
彦
所
長
か
ら
「
新
し
い
津
波

防
災
の
取
組

─
カ
ケ
ア
ガ
レ
！
日
本
」
と
題
し

た
特
別
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
村
氏
か
ら
は
、

・�

避
難
行
動
に
関
す
る
課
題
整
理
を
丁
寧
に
検
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避難経路は自分で作る

 自分で街歩きをして避難路を作るための参考として・・・
 ハザードマップ

 レベル２の想定浸水深をカラーで色別表示
 避難場所やＡＥＤの設置箇所も図示
 市内を５地区にわけて作成。裏面には市内全域が印刷されている

 ハザードマーカー
 路面に埋め込むセラミック製の想定浸水深を標示するマーカー
 ハザードマップの想定浸水深と同じ色で配色している
 想定浸水域内１８２箇所に設置
 大きさ：直径１１．６㎝ セラミック製

 津波避難路 路面標示シート
 避難経路となる道路面に張り付けた高台や津波避難施設の方向を
矢印で標示する蓄光素材のシート

 蓄光素材なので停電時でも視認性が高い
 想定浸水域内５９箇所に設置
 大きさ：縦７０㎝×横５０㎝

世帯別津波避難行動記入シート 役場記入欄

太枠内の設問に記入をお願いします。

■ご家族の情報を記入してください。

○ 歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

■連絡先を記載してください。

第１連絡先

第２連絡先

第３連絡先

■津波避難の情報を記入してください。

■現在考えられている津波避難の方法を記入してください。

避難訓練参加状況

－

分程度

分程度

分程度

分程度

分程度

分程度

分程度

自宅の固定電話

黒潮太郎の携帯電話

いつ頃

徒歩　・　自動車　・　バイク　・　自転車　・　その他(　　　　　　　　　　　　　　)
徒歩　・　自動車　・　バイク　・　自転車　・　その他(　　　　　　　　　　　　　　)
徒歩　・　自動車　・　バイク　・　自転車　・　その他(　　　　　　　　　　　　　　)

徒歩　・　自動車　・　バイク　・　自転車　・　その他(　　　　 車イス　 　　　　)
徒歩　・　自動車　・　バイク　・　自転車　・　その他(　　　　　　　　　　　　　　)
徒歩　・　自動車　・　バイク　・　自転車　・　その他(　　　　　　　　　　　　　　)
徒歩　・　自動車　・　バイク　・　自転車　・　その他(　　　　　　　　　　　　　　)
徒歩　・　自動車　・　バイク　・　自転車　・　その他(　　　　　　　　　　　　　　)

避難にかかった時間

分程度

男
女
男

地域名 世帯NO班

家族の力で避難可能ですか

できる　・　できないできる　・　できない

できる　・　できない できる　・　できない

できる　・　できない

お名前
(○印：代表者)

カルテ年度

黒潮　　ハル子 女

黒潮集会所
　　　〃
　　　〃
　　　〃

第1候補 第2候補
黒潮神社
　　〃
　　〃
　　〃

H23年度頃
H24年度頃

〃
不参加

黒潮　　太郎
黒潮　　花子
黒潮　　一郎

番号 性別 年齢

番号

番号 どのような方法で避難を考えていますか

できる　・　できない できる　・　できない

できる　・　できない できる　・　できない

ご自分で避難
ができますか

できる　・　できない

できる　・　できない できる　・　できない

できる　・　できない できる　・　できない

できる　・　できない できる　・　できない

津波避難場所

(自力避難できない場合)

記入のしかた
■最寄りの「防災となり組」

あなたの「防災となり組」となり得る方を記載してください。

「防災となり組」① さん 自宅から 程度

「防災となり組」② さん 自宅から 程度

「防災となり組」③ さん 自宅から 程度

■ご自宅の情報を記入してください。

■家具転倒防止の実施状況を記入してください。

■避難するうえで不安なこと等があれば記載してください。(自由記入)

■ご家族で現役またはＯＢ、ＯＧで医師、看護師、薬剤師、保健師、社会福祉士、
　 児童福祉司、作業療法士、ヘルパー、警察、消防士などの有資格者がいらっしゃ
　 いましたら、その情報を記載してください。

■個人情報保護及び共有について
世帯別津波避難行動調査で入手した個人情報は防災の目的以外には使用しません。

また、この情報は役場内関係部署の他、下記の関係機関で情報共有を行い、各機関での今後の

防災計画等に反映していきたいと考えています。

情報共有してもらいたくない関係機関がありましたら、該当欄に「×」印をお願いいたします。

・太郎、花子は仕事で家を空けることが多いので、不在中に発生した場合に
不安が残る。

・母(ハル子)が車イスを利用しているため、自力での避難ができない。また、
避難の介助があっても避難経路上に勾配が急な所があり、車イスでの避難
が困難である。

・花子が現役ヘルパーである。

ご自宅 固定済み(　　　寝室・居間・台所　　　)　・　固定していない

社会福祉協議会消防団

大規模災害が発生した場合、となり・近所の助け合いが重要となってきます。
このようなとなり・近所の助け合いを「防災となり組」と呼んでいます。

四万十　次郎

役場 警察署 消防署 区長 民生委員

築 年
ご自宅

家具の固定

築年数又は建築年

実施済み　・　実施していない

耐震診断 耐震補強工事

実施済み　・　実施していない

四万十　三郎

昭和　・　平成 年建築

家族構成

自力 家族 避難の可否

連絡先

避難先と所要時間

徒歩や自動車などの避難方法

防災となり組

住宅耐震状況

家具固定の状況

避難上の心配事

支援可能な方の有無

個人情報
情報提供先

第 2部と第 3部で司会を行った
鍵屋一氏
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証
し
な
け
れ
ば
、
ま
た
同
じ
よ
う
な
被
害
に

遭
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。
被
害
に
あ

わ
な
い
た
め
に
は
、
①
当
時
の
経
験
を
忘
れ

な
い
、
②
当
時
の
課
題
を
整
理
す
る
、
③
地

域
で
の
避
難
ル
ー
ル
を
作
成
す
る
と
い
う
３

点
が
重
要
で
あ
る
。
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。

ま
た
、『
カ
ケ
ア
ガ
レ
！
日
本
』
の
取
組
み
の

一
部
と
し
て
参
加
車
両
約
６
０
０
台　

参
加
者
総

数
約
３
５
０
０
人
と
い
う
宮
城
県
山
元
町
の
訓
練

事
例
の
紹
介
が
あ
り
、

・�

自
動
車
で
の
避
難
は
危
険
を
伴

う
の
で
、
避
難
方
法
を
考
え
る

の
は
行
政
で
な
く
、
住
民
間
で

調
整
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

・�

歩
道
橋
へ
の
避
難
等
、
あ
ら
ゆ

る
可
能
性
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
。

・�

起
こ
っ
た
時
の
臨
機
応
変
な
対

応
が
大
切
で
あ
る
こ
と
。

に
つ
い
て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

第
３
部
で
は
、
自
主
防
災
組
織
な
ど
地
域
防
災

の
担
い
手
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
と

し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
「
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
」

と
い
う
手
法
で
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
は
具
体
的
に
は
、
１
グ
ル
ー
プ
４
名
で

小
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
、
決
め
ら
れ
た
時
間
内
で
話

し
合
い
を
行
っ
た
後
、
別
の
テ
ー
ブ
ル
に
移
動
し

て
違
う
メ
ン
バ
ー
と
も
話
し
合
い
を
す
る
等
し
て

ア
イ
デ
ア
を
ま
と
め
る
と
い
う
手
法
で
す
。
そ
こ

に
は
次
の
３
つ
の
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

・�

対
話
を
楽
し
む
（
批
判
は
し
な
い
）

・�

互
い
の
話
を
聴
き
あ
っ
て
、
広
げ
る

・�

感
じ
た
こ
と
を
大
切
に
、
ア
イ
デ
ア
や
思
い

つ
い
た
こ
と
を
、
付
箋
紙
に
自
由
に
書
き
、

貼
っ
て
い
く
。

『
津
波
か
ら
み
ん
な
が
助
か
り
故
郷
を
継
承
す

る
た
め
に
』
と
い
う
難
し
い
テ
ー
マ
で
し
た
が
、

鍵
屋
氏
の
軽
妙
な
司
会
も
相
ま
っ
て
、
様
々
な
地

域
か
ら
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
も
す
ぐ
に
打
ち
解

け
、
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ
デ
ア
が
た
く
さ
ん
出
さ
れ

ま
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
様
子
か
ら
ア
イ
デ

ア
と
い
う
果
実
を
生
み
出
す
こ
と
も
大
切
で
す
が

異
な
る
意
見
を
認
め
合
う
こ
と
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
う
意
義
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
取
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

政
府
、
地
方
公
共
団
体
、
民
間
企
業
、
そ
し
て

国
民
の
皆
様
が
、
一
体
と
な
っ
て
、
津
波
防
災
に

取
り
組
む
こ
と
は
、極
め
て
重
要
で
す
。
今
後
も
、

11
月
５
日
の
「
津
波
防
災
の
日
」
が
国
民
全
体
に

定
着
す
る
よ
う
、
ま
た
、
一
人
一
人
が
津
波
防
災

に
取
り
組
む
こ
と
と
な
る
よ
う
、
引
き
続
き
津
波

防
災
の
取
り
組
み
を
強
く
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
様
子
及
び
当
日
の
配
布
資
料
は

内
閣
府
防
災
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
（http://w

w
w

.bousai. 

g
o

.jp
/jish

in
/tsu

n
a

m
i/tsu

n
a

m
ib

o
u

sa
i/

tsunam
ibousaiday.htm

l

）
で
ご
覧
頂
け
ま
す
。】
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特別講演を行った今村文彦氏

活発な意見交換

付箋紙にアイデアを書いていきます

出されたアイデアの講評
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防
災
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
は
、

『「
防
災
の
日
」
及
び
「
防
災
週
間
」
に

つ
い
て
』（
昭
和
57
年
５
月
11
日
閣
議

了
解
）
に
基
づ
き
、
災
害
時
に
お
け
る
人
命
救
助

や
被
害
の
拡
大
防
止
等
の
防
災
活
動
の
実
施
、
平

時
に
お
け
る
防
災
思
想
の
普
及
又
は
防
災
体
制
の

整
備
の
面
で
貢
献
し
、
特
に
そ
の
功
績
が
顕
著
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
団
体
又
は
個
人
を
対
象
と
し

て
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

防
災
功
労
者
防
災
担
当
大
臣
表
彰
は
、
防
災
に

関
し
、
災
害
時
の
防
災
活
動
の
実
施
、
防
災
思
想

の
普
及
又
は
防
災
体
制
の
整
備
の
面
で
貢
献
し
、

特
に
そ
の
功
績
が
顕
著
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
団

体
又
は
個
人
を
対
象
と
し
て
表
彰
す
る
も
の
で

す
。防

災
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
は
、
防
災
体

制
の
整
備
に
関
す
る
研
究
で
業
績
を
挙
げ
た
４
個

人
、
平
成
25
年
に
発
生
し
た
台
風
や
豪
雨
災
害
な

ど
の
自
然
災
害
に
際
し
、
人
命
の
安
全
確
保
や
被

害
の
軽
減
に
多
大
な
貢
献
等
を
し
た
36
団
体
が
受

賞
し
、
９
月
10
日
（
水
）
に
総
理
大
臣
官
邸
に
お

い
て
、
ま
た
防
災
功
労
者
防
災
担
当
大
臣
表
彰
は

11
個
人
７
団
体
が
受
賞
し
、
９
月
２
日
（
火
）
に

中
央
合
同
庁
舎
第
８
号
館
に
お
い
て
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

平
成
26
年
防
災
功
労
者

内
閣
総
理
大
臣
表
彰
受
賞
者

○
個
人

〔
防
災
体
制
の
整
備
〕

明
治
大
学
大
学
院　

特
任
教
授

　

中
林　

一
樹
（
東
京
都
）

ア
ジ
ア
防
災
セ
ン
タ
ー　

セ
ン
タ
ー
長

　

濱
田　

政
則
（
兵
庫
県
）

山
口
大
学　

副
学
長

　

三
浦　

房
紀
（
山
口
県
）

香
川
大
学　

教
授

　

白
木　

渡
（
香
川
県
）

○
団
体

〔
災
害
現
場
で
の
顕
著
な
防
災
活
動
〕

（�

平
成
23
年
台
風
第
12
号
に
お
け
る
消
防
団
の

災
害
出
動
）

　

五
條
市
消
防
団
（
奈
良
県
）

　

黒
滝
村
消
防
団
（
奈
良
県
）

　

天
川
村
消
防
団
（
奈
良
県
）

　

野
迫
川
村
消
防
団
（
奈
良
県
）

　

十
津
川
村
消
防
団
（
奈
良
県
）

　

川
上
村
消
防
団
（
奈
良
県
）

（�

平
成
25
年
７
月
豪
雨
に
お
け
る
消
防
団
等
の

災
害
出
動
）

　

栗
原
市
消
防
団
（
宮
城
県
）

　

白
鷹
町
消
防
団
（
山
形
県
）

　

森
上
区
自
主
防
災
会
（
新
潟
県
）

　

西
伊
豆
町
消
防
団
（
静
岡
県
）

　

山
口
市
消
防
団
（
山
口
県
）

　

萩
市
消
防
団
（
山
口
県
）

（�

平
成
25
年
８
月
豪
雨
に
お
け
る
消
防
団
の
災

害
出
動
）

　

雫
石
町
消
防
団
（
岩
手
県
）

　

紫
波
町
消
防
団
（
岩
手
県
）

　

矢
巾
町
消
防
団
（
岩
手
県
）

（�

平
成
25
年
８
月
豪
雨
等
に
お
け
る
災
害
警
備

活
動
）

　

秋
田
県
警
察
本
部
（
秋
田
県
）

（�

平
成
25
年
９
月
竜
巻
に
お
け
る
消
防
団
の
災

害
出
動
）

　

越
谷
市
消
防
団
（
埼
玉
県
）

（�

平
成
25
年
台
風
第
18
号
に
伴
う
竜
巻
に
お
け

る
消
防
団
の
災
害
出
動
）

18

防災の動き
Disaster Management News

平成26年防災功労者を表彰
内閣府では平成 26 年度防災週間行事の一環として、 
防災功労者（団体、個人）を表彰（内閣総理大臣表彰及び防災担当大臣表彰）しました。

防災功労者内閣総理大臣表彰受賞者
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熊
谷
市
消
防
団
（
埼
玉
県
）

（�

平
成
25
年
台
風
第
18
号
に
お
け
る
消
防
団
の

災
害
出
動
）

　

若
狭
消
防
組
合
小
浜
消
防
団
（
福
井
県
）

　

敦
賀
美
方
消
防
組
合
三
方
消
防
団（
福
井
県
）

　

伊
賀
市
消
防
団
（
三
重
県
）

　

大
津
市
消
防
団
（
滋
賀
県
）

　

高
島
市
消
防
団
（
滋
賀
県
）

（�
平
成
25
年
台
風
第
18
号
等
に
お
け
る
消
防
団

の
災
害
出
動
）

　

栗
東
市
消
防
団
（
滋
賀
県
）

（�

平
成
25
年
台
風
第
26
号
に
お
け
る
災
害
警
備

活
動
）

　

警
視
庁
（
東
京
都
）

（�

平
成
25
年
台
風
第
26
号
に
お
け
る
消
防
団
の

災
害
出
動
）

　

長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
団

（
千
葉
県
）　

　

大
島
町
消
防
団
（
東
京
都
）

（�

平
成
25
年
台
風
第
26
号
に
お
け
る
災
害
派
遣

活
動
）

　

伊
豆
大
島
災
統
合
任
務
部
隊
（
東
京
都
）

〔
防
災
体
制
の
整
備
〕

　

三
郷
市
自
主
防
災
組
織
連
絡
協
議
会

（
埼
玉
県
）　

　

本�

大
久
保
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
自
治
会
自
主
防
災

会
（
千
葉
県
）

　

東
伊
豆
町
大
川
区
自
主
防
災
会
（
静
岡
県
）

　

豊
橋
障
害
者
（
児
）
団
体
連
合
協
議
会

（
愛
知
県
）　

　

四�

日
市
市
港
地
区
自
主
防
災
組
織
連
絡
協
議

会
（
三
重
県
）

　

桃
山
学
区
自
主
防
災
会
（
京
都
府
）

　

高�

知
市
立
潮
江
中
学
校
（
潮
江
中
学
校
防
災

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
）（
高
知
県
）　

〔
防
災
思
想
の
普
及
〕

　

牛
伏
鉢
伏
友
の
会
（
長
野
県
）　

以
上　

４
個
人
、
36
団
体

平
成
26
年
防
災
功
労
者

防
災
担
当
大
臣
表
彰
受
賞
者
名
簿

○
個
人

〔
災
害
時
の
防
災
活
動
〕

　

堀
田　

稔
（
京
都
府
）

〔
防
災
体
制
の
整
備
〕

　

山
崎　

文
雄
（
千
葉
県
）

　

椎
野　

幸
一
（
神
奈
川
県
）

　

福
和　

伸
夫
（
愛
知
県
）

　

武
田　

恭
明
（
鳥
取
県
）

　

五
軒
家　

憲
次
（
徳
島
県
）

　

大
迫　

隆
典
（
福
岡
県
）

〔
防
災
思
想
の
普
及
〕

　

大
畑　

ト
シ
（
栃
木
県
）

　

高
澤　

勝
彦
（
静
岡
県
）

　

伊
東　

貴
美
代
（
静
岡
県
）

　

猪
狩　

信
浩
（
宮
崎
県
）

○
団
体

〔
災
害
時
の
防
災
活
動
〕

　

長
崎
県
赤
十
字
無
線
奉
仕
団
（
長
崎
県
）

〔
防
災
体
制
の
整
備
〕

　

蟹
沢
自
主
防
災
会
（
秋
田
県
）

　

流
山
市
美
田
自
治
会
（
千
葉
県
）

　

山
王
学
区
自
主
防
災
会
（
京
都
府
）

　

黒
坂
地
区
自
主
防
災
委
員
会
（
鳥
取
県
）

〔
防
災
思
想
の
普
及
〕

　

岩
田
校
区
防
災
会
連
絡
協
議
会
（
愛
知
県
）

　

香
久
山
区
自
主
防
災
会
（
愛
知
県
）　

以
上　

11
個
人
、
７
団
体

19

防災功労者防災担当大臣表彰受賞者
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東日本大震災以降、防災教育の重要性はますます高まってきています。このページでは NPO 法人プラス・アー
ツが開発してきた、「子どもたちと楽しく防災を学ぶ」プログラムやツールの紹介と、活用現場のレポートを併
せて掲載していきます。

●�アウトドアのスキルは、サバイバルのスキルでもある
東日本大震災の時、テレビのニュース映像にたき火

を囲む人々の姿がよく映し出されていました。暖を取
るために来た人、眠れぬ夜を炎の揺らぎを見つめなが
ら過ごした人。インフラが失われた環境で、たき火は
温かい食事を提供しただけでなく、人々の心と身体を
暖めるという役割を果たしました。一方で、生の火を
見たことがなく、マッチも擦ったことがないという子
どもたちが増えています。
「便利で快適」な暮らしの中にいる子どもたちに、災
害時の過酷な環境で生き抜く根本的な力を身に付けて
もらうためにはどうすればいいのか。東日本大震災の
教訓を踏まえてプラス・アーツが開発したのが、「レッ
ドベアサバイバルキャンプ」です。
一泊二日のこのキャンプでは、救急救命の方法やロー

プの結び方、火の起こし方などを学び、災害時に生き
抜くサバイバルの技を身
に付けることができます。
アウトドアの様々な技や
知識は災害時にも応用で
き、また限られた資源と
環境の中で過ごすキャン
プ場では、「疑似避難生
活」も体験できます。

一見すると難しそうで
取っ付きにくそうなプロ
グラムもありますが、実
は子どもたちを夢中にさ
せる仕掛けがあります。
それが「技バッジ」です。
サバイバルの技をマス
ターすると、その技が描
かれた缶バッジがもらえる仕組みとなっています。こ
の「技バッジ」は、“災害時に役立つ様々な技や知識”
とともに“災害時を生き抜くたくましさ”を身に付け
たことを認められた証であり、子どもたちにとっては
勲章のようなもの。やる気と積極性を刺激します。
キャンプを終える頃には、胸や帽子などに誇らしげ

に付けられたたくさんの「技バッジ」とともに、子ど
もたちの自信に満ち溢れた顔がキラキラ輝いています。

【概要】
１泊２泊のキャンプ、親子で参加。兵庫県神戸市では毎年夏から秋にか
けて実施。要望があれば各地域での開催を支援します。
詳細は http://red-bear.org/
【問い合わせ先】
ＮＰＯ法人プラス・アーツ
TEL 078-335-1335／MAIL info@plus-arts.net

学
び
の
場
─
─
レ
ッ
ド
ベ
ア
い
わ
き
防
災
キ
ャ
ン
プ

　
「
レ
ッ
ド
ベ
ア
サ
バ
イ
バ
ル
キ
ャ
ン
プ
」
は
、
兵
庫
県

神
戸
市
を
拠
点
に
、
有
志
の
メ
ン
バ
ー
と
プ
ラ
ス
・
ア
ー

ツ
が
共
同
で
開
発
、
実
施
し
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

定
期
的
に
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
、
夏
・
秋
に
行
わ
れ
る

キ
ャ
ン
プ
に
向
け
て
毎
年
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災

で
の
被
災
体
験
を
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
反
映
し
、
震
災
の

教
訓
を
次
世
代
に
つ
な
げ
て
い
る
メ
ン
バ
ー
も
い
ま
す
。

　

神
戸
な
ら
で
は
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
が
、
県
外
で
も

広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
、
福
島
県
い

わ
き
市
教
育
委
員
会
・
地
区
実
行
委
員
主
催
の
「
レ
ッ

ド
ベ
ア
い
わ
き
防
災
キ
ャ
ン
プ
」
で
す
。

　

実
施
場
所
は
市
内
の
公
民
館
で
、
地
域
住
民
と
共
に

企
画
・
実
施
す
る
こ
と
で
、
地
域
防
災
力
の
向
上
と
防

災
教
育
の
普
及
促
進
、
さ
ら
に
は
地
域
の
絆
づ
く
り
に

も
貢
献
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
６
地
区
の
公
民
館
で

７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
実
施
さ
れ
、
延
べ
２
１
６
人

の
小
学
生
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

い
わ
き
市
の
防
災
キ
ャ
ン
プ
は
、
参
加
者
は
子
ど
も

た
ち
だ
け
で
、
チ
ー
ム
ご
と
に
取
り
組
む
の
で
、「
協
力

し
て
課
題
を
解
決
す
る
力
」
も
養
わ
れ
ま

す
。
意
見
が
分
か
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
力
を
合
わ
せ
て
課
題
を
ク
リ
ア
し
た

時
は
、
そ
の
喜
び
を
み
ん
な
で
分
か
ち
合

い
、
楽
し
さ
も
倍
増
し
ま
す
。

　

去
年
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
て
い
た
小
学

生
が
、
今
年
は
中
学
生
に
な
り
、「
楽
し

か
っ
た
か
ら
、
今
度
は
お
手
伝
い
の
立
場

で
年
下
の
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
き
た

い
」
と
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

協
力
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

神
戸
市
だ
け
で
な

く
、
い
わ
き
市
で
も
、

「
一
緒
に
生
き
抜
い

て
い
こ
う
」
と
い
う

思
い
が
キ
ャ
ン
プ
を

通
し
て
〝
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
〟
さ
れ
て
い

ま
す
。
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「楽しみながら、しっかり学ぶボウサイ」を始めよう！

第 3 回 　キャンプから、災害時に生き抜く力を学ぶ

公民館ごとに灯明やナイトウォー
ク（写真）など地域性を反映した
プログラムを実施。

2014 年夏に行ったレッドベアサバイ
バルキャンプでは、自らおこした火で
空き缶炊飯にチャレンジしました。

「技バッジ」を嬉しそうに自分の帽子
につける子どもたち。バッジのデザイ
ンはアートディレクター寄藤文平氏に
よるもの。

NPO法人プラス・アーツ
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Q東
日
本
大
震
災
で
は
、
岩

手
、
宮
城
、
福
島
県
の

児
童
館
３
３
８
館
の
う

ち
25
館
や
、
関
東
圏
の
施
設
が
地

震
・
津
波
・
放
射
能
汚
染
に
よ
り
全

壊
、
長
期
使
用
不
可
、
閉
館
の
被
害

に
遭
い
ま
し
た
。
幸
い
に
も
児
童
館
で
子
ど
も
の
人
命

に
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
（
財
団
法
人
児
童
健
全

育
成
財
団
調
べ
）
が
、
今
後
は
施
設
利
用
中
に
被
災
す

る
こ
と
を
強
く
意
識
し
た
対
策
が
望
ま
れ
る
の
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
の
保
護
、
安
否
確

認
、
応
急
手
当
、
搬
送
（
医
療
機
関
と
搬
送
方
法
、
付

添
者
の
確
認
）、
避
難
の
判
断
（
建
物
被
害
、
２
次
災
害

の
リ
ス
ク
等
）、
学
校
や
保
護
者
、
関
係
機
関
と
の
連
絡

体
制
、
子
ど
も
の
引
き
渡
し
方
法
等
に
つ
い
て
職
員

や
関
係
者
と
何
度
も
話
し
合
い
、
訓
練
を
重
ね
て
体

制
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

東
日
本
大
震
災
の
学
童
保
育
施
設
・
児
童
館
の
状

況
と
し
て
、
保
護
者
と
災
害
時
の
連
絡
方
法
や
引
き

渡
し
ル
ー
ル
が
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
、
情
報
が

入
っ
て
こ
な
か
っ
た
、
避
難
所
に
な
っ
た
、
備
蓄
が

な
か
っ
た
、
な
ど
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
学
校
が
避
難
所
と
な
り
運
動
場
に
仮
設
住
宅
が

建
ち
、
子
ど
も
は
居
場
所
を
奪
わ
れ
ま
し
た
。
自
宅

と
な
っ
た
狭
い
仮

設
住
宅
で
は
、
遊
ぶ

こ
と
も
、
勉
強
す
る

こ
と
も
ま
ま
な
ら
ず

大
き
な
ス
ト
レ
ス
と

な
り
ま
し
た
。
子
ど

も
の
心
身
の
健
康
の

た
め
に
、
た
と
え
仮

設
の
施
設
や
出
前
事

業
で
あ
っ
て
も
早
期

に
事
業
を
再
開
で
き

る
よ
う
努
め
ま
し
ょ

う
。
子
ど
も
の
居
場

所
を
確
保
す
る
こ
と

が
学
童
保
育
施
設
・
児
童
館
の
使
命
で
あ
る
こ
と
を

認
識
し
、
施
設
再
開
計
画
や
協
力
体
制
を
十
分
に
整

え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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もし、一日前に戻れたら…

緊急時の家族との決め事が大事！
� （宮城県仙台市宮城野区　40代　女性　主婦）

自宅にいたときに地震が発生しました。
初めはいつものように、すぐにおさまるのだろうと思っ

ていましたが、今までに体感したことのない揺れに家の中
にいるべきか、外に出るべきかただただ自分の身を守るこ
とで精一杯でした。台所の食器棚からは、ほとんどの食器
が崩れ落ち、揺れの大きさに驚きました。
家族の安否が気になりましたが、ライフラインは途絶え

携帯電話のメールでしか安否が確認できませんでしたが、

小学生の子供は、メールにて学校から連絡があったので迎え
に行き、無事に帰宅できたものの、祖母などメールの利用が
できない親族と連絡が取れず不安でした。
いつまた、あのような災害があるかわかりません……。
家族で安否の取り方を再度話し合い、避難ルートの確認・

最低限度の食料の備蓄を心掛けて生活したいと思います。
震災の一日前に戻ったら、明日おこる悲惨な出来事を多

くの人に知らせ、少しでも被害が少なく済むようにできたら
と思います。

シリーズ

被災者の実体験を聞く事ができる『一日前プロジェクト』は下記HPでも見ることが出来ます。家庭はもちろん、地域や職場等、
さまざまな話が掲載されていますので、企業の「社内報」や地域での「広報」に幅広く活用してください。

http://www.bousai.go.jp/kyoiku/keigen/ichinitimae/index.html

災害に備えて学童保育施設や
児童館ですべき対策に
ついて教えてください

防災 Q&A 学童保育施設・児童館の防災対策

危
機
管
理
教
育
研
究
所
　
危
機
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

国
崎
　
信
江
（
く
に
ざ
き
・
の
ぶ
え
）

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
機
に
、
女
性
の
視
点
を
生
か
し
て
自

然
災
害
か
ら
子
ど
も
を
守
る
た
め
の
研
究
を
始
め
る
。
防
災・

防
犯
関
連
の
著
作
、
講
演
の
ほ
か
、
内
閣
府
・
文
部
科
学
省

な
ど
多
く
の
防
災
関
連
の
専
門
委
員
も
務
め
て
い
る
。

A

「一日前プロジェクト」　第 32回

東日本大震災（平成 23 年３月）

イラスト：井塚 剛

その地域のリスクを踏まえ
保護者と連携した対策を
考えましょう
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宮
城
県
女
川
町
は
東
日
本
大
震
災
の
津
波
で
８
割
以
上

の
家
屋
が
流
出
し
、
死
者
・
行
方
不
明
者
は
、
町
の
人

口
の
１
割
近
い
８
３
２
名
に
の
ぼ
っ
た
（
平
成
23
年
９

月
策
定
「
女
川
町
復
興
計
画
」
に
よ
る
）。
女
川
町
立
女
川
中
学

校
（
震
災
時
は
、
女
川
第
一
中
学
校
）
は
高
台
に
あ
っ
た
た
め
、

津
波
に
よ
る
直
接
の
被
害
か
ら
は
逃
れ
た
も
の
の
、
生
徒
の
多
く

は
家
族
や
自
宅
を
失
っ
た
。

こ
う
し
た
中
、
震
災
直
後
に
入
学
し
た
64
名
の
新
入
生
が
、
社

会
科
の
授
業
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん
だ
の
が
、
ふ
る
さ
と
の
地

理
的
条
件
を
生
か
し
た
津
波
被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め
の
対
策

案
づ
く
り
だ
。
生
徒
た
ち
は
「
震
災
の
悲
し
い
体
験
を
二
度
と
繰

り
返
し
た
く
な
い
」
と
い
う
思
い
を
持
ち
な
が
ら
議
論
を
重
ね

た
。
生
徒
た
ち
の
意
見
が
い
っ
た
ん
、「
高
台
に
避
難
す
る
」、「
記

録
に
残
す
」
と
い
う
案
で
ま
と
ま
り
か
け
た
時
、
一
人
の
生
徒
が

「『
逃
げ
ろ
！
』
と
言
っ
て
も
避
難
し
な
い
人
が
い
る
。
そ
の
人
は

ど
う
す
る
の
？
」
と
涙
な
が
ら
に
発
言
し
た
。
そ
の
生
徒
の
祖
父

は
、避
難
し
よ
う
と
し
な
い
人
を
３
度
目
に
説
得
に
行
っ
た
時
に
、

津
波
に
襲
わ
れ
命
を
失
っ
て
い
た
。
こ
の
発
言
が
き
っ
か
け
と
な

り
、生
徒
た
ち
は
対
策
案
を
練
り
直
す
こ
と
に
し
た
。
そ
の
結
果
、 

（
１
） 

非
常
時
に
助
け
合
う
た
め
に
普
段
か
ら
の
絆
を
強
く
す
る 

（
２
） 

高
台
に
ま
ち
を
造
り
、
避
難
路
を
整
備
す
る 

（
３
） 

震
災
の

記
録
を
後
世
に
残
す
、
と
い
う
３
つ
の
津
波
対
策
が
ま
と
め
ら

れ
た
。

「
避
難
し
な
い
人
を
説
得
す
る
に
は
、
そ
の
人
と
の
絆
が
大
切

だ
と
生
徒
た
ち
は
考
え
た
の
で
す
。
人
と
人
と
の
絆
が
あ
れ
ば

多
く
の
命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
し
た
絆
を
自
分
た
ち

で
作
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
彼
ら
の
思
い
を
強
く
感
じ
ま
し
た
」

と
、
当
時
、
社
会
科
教
諭
と
し
て
生
徒
を
指
導
し
た
阿
部
一
彦

さ
ん
（
現
在
は
、
気
仙
沼
市
立
唐
桑
中
学
校
教
頭
）
は
言
う
。

生
徒
た
ち
は
こ
の
３
つ
の
対
策
を
、
平
成
24
年
７
月
に
仙
台

市
で
開
催
さ
れ
た
「
世
界
防
災
閣
僚
会
議 

i
n 

東
北
」
な
ど

で
発
表
す
る
と
と
も
に
、
震
災
の
記
録
を
残
す
具
体
策
と
し
て
、

町
内
に
あ
る
全
21
カ
所
の
浜
の
、
津
波
到
達
地
点
に
石
碑
を
建

て
る
「
い
の
ち
の
石
碑
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
計
画
し
た
。
生
徒

の
保
護
者
や
地
域
住
民
等
も
加
わ
り
「『
い
の
ち
の
石
碑
』
を
作

る
女
川
の
子
ど
も
た
ち
を
支
え
る
会
」
を
結
成
し
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
支
え
た
。
生
徒
た
ち
は
、「
千
年
後
の
命
を
守
る
」
を
合

言
葉
に
、 

21
の
石
碑
の
建
設
費
用
を
集
め
る
た
め
、
平
成
25
（
２

０
１
３
）
年
２
月
か
ら
募
金
活
動
を
開
始
、
修
学
旅
行
先
の
東

京
な
ど
で
募
金
へ
の
協
力
を
訴
え
た
。
こ
の
訴
え
は
大
き
な
反

響
を
呼
び
、
約
半
年
で
目
標
額
の
１
０
０
０
万
円
を
達
成
し
た
。

そ
し
て
、
平
成
25
年
11
月
に
女
川
中
学
校
の
敷
地
に
最
初
の

22

防
災
リ
ー
ダ
ー
と
地
域
の
輪

千
年
後
の
命
を
守
る
、
い
の
ち
の
石
碑

宮
城
県
女
川
町
の
女
川
中
学
校
の
生
徒
た
ち
が
、
東
日
本
大
震
災
の
津
波
の
被
害
を
記
録
に
残
す
た
め
に
始
め
た

「
い
の
ち
の
石
碑
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、「
千
年
後
の
命
を
守
る
」
と
い
う
彼
ら
の
強
い
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

第 21回

女川町に建てられた「いのちの石碑」（左・内閣府提供）、社会科の公開授業で津波対策に関して発表する生徒たち（右・阿部一彦氏提供）
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石
碑
を
建
立
。
そ
れ
以
降
、
今
年
11
月
ま
で
に
６
つ
の

石
碑
が
完
成
し
て
い
る
。
石
碑
は
高
さ
２
・
２
ｍ
、
横

１
ｍ
、
厚
さ
15
㎝
。
石
碑
に
は
、
生
徒
が
考
え
た
３
つ

の
津
波
対
策
と
併
せ
て
、「
大
き
な
地
震
が
来
た
ら
、
こ

の
石
碑
よ
り
も
上
に
逃
げ
て
く
だ
さ
い
」、「
逃
げ
な
い

人
が
い
て
も
、
無
理
矢
理
に
で
も
連
れ
出
し
て
く
だ
さ

い
」
な
ど
の
碑
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ

れ
の
石
碑
に
は
、「
夢
だ
け
は　

壊
せ
な
か
っ
た　

大

震
災
」、「
た
だ
い
ま
と　

聞
き
た
い
声
が　

聞
こ
え
な

い
」
な
ど
、
震
災
後
に
生
徒
が
詠
ん
だ
俳
句
も
一
句
ず

つ
添
え
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、
国
語
の
授
業
と
し
て
生

徒
全
員
が
取
り
組
ん
だ
俳
句
作
り
か
ら
生
ま
れ
た
も
の

だ
。
女
川
中
学
校
は
、「
い
の
ち
の
石
碑
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
高
く
評
価
さ
れ
、
平
成
25
年
度
「
ぼ
う
さ
い
甲
子
園
」

の
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
。

女
川
中
学
校
で
石
碑
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
始
め
た
生
徒
た
ち
は
平
成

26
年
３
月
の
卒
業
後
も
、
引
き
続

き
石
碑
の
建
立
を
進
め
る
と
と
も

に
、「
命
の
教
科
書
」
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。「
命

の
教
科
書
」
は
、
地
震
や
津
波
な
ど
、
自
然
災
害
か
ら

自
ら
、そ
し
て
人
々
の
命
を
守
る
方
法
を
ま
と
め
た
「
教

科
書
」
で
、
中
学
生
用
を
今
年
度
中
に
完
成
さ
せ
る
予

定
で
あ
る
。
そ
の
後
は
小
学
生
用
、
そ
し
て
、
英
語
版

も
作
成
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

「
私
た
ち
は
震
災
後
、
日
本
だ
け
で
は
な
く
世
界
各
国

か
ら
支
援
を
頂
き
ま
し
た
が
、
生
徒
た
ち
は
そ
の
支
援

の
恩
返
し
と
し
て
、『
命
の
教
科
書
』
を
作
り
た
い
と
考

え
て
い
る
の
で
す
。『
命
の
教
科
書
』
作
り
を
通
じ
、
彼

ら
が
多
く
の
こ
と
を
学
べ
る
よ
う
に
、
私
も
手
助
け
し

て
い
き
ま
す
。
そ
れ
が
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
き
た
私
の

使
命
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
阿
部
さ
ん
は
言
う
。

23

最 初、私は授業の中で震災のことは極力避けようとい
う気持ちがありました。しかし、しっかりと震災と

向き合い、未来へと歩もうとしている生徒と接するうちに、
津波対策を考える授業を始める気持ちが固まっていきました。
生徒と津波対策を考える中で、私は生徒から多くのことを

学びました。教師としての役割は、一方的に答えを教えるの
ではなく、生徒の心の中にある答えを引き出すことだと思い
ます。時には私の思いもよらない答えが出てきます。津波対
策の「絆」という考も生徒たちの中にあるものでした。たと
え私自身が答えを持っていなくても、全ての答えは彼らの中
にあるのです。
防災は「人づくり」だと思います。命を大切にしたいと強

く思う人を育てることが防災につながるのです。「いのちの石
碑プロジェクト」も、それが単に石碑を建てることが目的で
はなく、未来へとつながる人づくりであったからこそ、多く
の方々の賛同を得られたのだと思います。

防災リーダーの一言

阿部一彦（あべ・かずひこ）●宮城県気仙沼市立唐桑中学校教頭

平成 25 年 4 月、東京のオフィスビルで石碑を建てるための
募金を呼びかける生徒たち（阿部一彦氏提供）
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『ぼうさい』春号は平成 27 年 3 月発行の予定
です。

編集後記
「災害心理とリスクコミュニケーション」

と題した講義を聴講する機会に恵まれた。
リスクには、「客観リスク」（物質的なリス

クそれ自体）と「主観リスク」（人によって
心理的に認知されたリスク）がある。「客観
リスク」は、「住宅の耐震化」や「家具固定」
等の物的対策で低減が可能だが、「主観リス
ク」はひとり一人異なるため、「客観リスク」
との間でギャップが生じる。それを埋める活
動をリスクコミュニケーションという。

リスクコミュニケーションとは様々なリス
クに対し「危険だし不安」な状態から「安全
だし安心」な状態を目指すものと整理すると
わかり易い。

本誌でご紹介している『一日前プロジェク
ト』は、被災を経験した方の反省が満載の正
にコミュニケーションギャップを埋めるツー
ルである。ぜひご活用いただきたい。

『ぼうさい』冬号  [No. 77]



東日本大震災
復興支援の情報サイト

各ホームページに、東日本大震災により被災された方、 
そして支援をお考えの方に役立つ情報が掲載されています。

日本政府を通じた東日本大震災義援金受付

皆様から寄せられた義援金は、地方公共団体を通じて、
被災者の方々へ届けられます。

全国の銀行、信用金庫、郵便局から
指定口座「東日本大震災義援金政府窓口」

へお振込み下さい。

受付期間
平成23年4月5日（火）から平成27年3月31日（火）まで

http://www.cao.go.jp/gienkin/

復興庁

復興庁は、復興に関する国の施策の企画、
調整及び実施、また、地方公共団体への

窓口と支援等を担う組織です。
ホームページでは、復興交付金制度や被災者支援

関連情報、また現地の取組や関連資料などの
最新情報が入手できます。

http://www.reconstruction.go.jp/

政府では、インターネットを通じて震災からの復興状況をお知らせしています。
岩手県、宮城県、福島県を中心に、

復興に向けて歩む方々の声や取り組みを紹介するテレビ・ラジオ番組を視聴できるほか、
各地で撮影された写真、関連サイトへのリンク、生活や事業の再建に役立つ情報にもアクセスできます。

「復旧・復興支援制度情報」のページ

国や地方公共団体が東日本大震災の復旧・復興のために整備している支援制度の検索サイトです。
様々な支援制度を横断的に検索し、条件にあったものをすばやく探すことができます。

県外避難している方からの相談にも、県名や市町村名から簡単に調べてご案内いただけます。

個人向け、事業者向け、それぞれの最新支援制度情報が確認でき、
フリーキーワード、支援の種類やカテゴリ選択による絞込みも可能です。

http://www.r-assistance.go.jp/

http://www.gov-online.go.jp/cam/fukko/ayumi.html http://www.gov-online.go.jp/cam/fukko/index.html
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